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8. 英語（総合型選抜　基礎能力試験型　前期）

英語



  

- 5 
 

2  
  14  23   

 
1  14  we had a late lunch. 

  that   what   where   which 
 

2  15   
Though          

 
3  16   

       are    
 

4  17   
          

 
5  18   

       
 

6  19   
        

 
7  20   

   liberty    trouble 
 

8  21   
call   called   to call   to be called 

 
9 Frank  22   

       
       

 
10  23   

       
      

- 1 - 
 

 
    15   

 
Clara : Hi, Albert! [        A        ]  I was assigned to give a 30-minute presentation on 

the dangers of global warming next Tuesday, and I want it to be really 
impressive. Could you give me some advice on how I should prepare it? 

Albert : Oh, (   B   ), you came to the right person. I know a lot of things about how to 
make a ( )speech or presentation effective. 

Clara : What should I do, Albert? Tell me! 
Albert : First of all, let me ask you this question. What is your main goal for your 

presentation? Is it for raising (   C   ) or pushing for action? 
Clara : Both, actually. I want to make them realize the dangers of global warming, but 

not sure and confused about where to start. 
Albert : OK, I see what you need to do. The initial thing you have to do is to grab the 

attention of the audience right away. Maybe with a powerful visual or a short, 
emotional story about someone affected by climate change. 

Clara : Well, starting with a visual sounds like a good idea. How about showing a video 
of wildfires or floods caused by climate change such as the recent wildfire in 
California or the flooding in Eastern Europe? 

Albert : That could work really well! A strong visual will (1)draw them in and make them 

tone without (2)dragging on. Once you have caught their attention, you can shift 
to the science behind global warming. 

Clara : Good point. I will definitely make the video short. [        D        ]  Then, after 
the video, in making the shift to the science, should I (3) , 
or ease into it? 

Albert : 
may lose thei
events are happening more frequently, and then gradually introduce the science. 
“Gradually” is the key. And keep it conversational. 

Clara : Oh, that makes (   E   ). I can explain, for example, the basics of the greenhouse 

through during the science part anyway? 

- 2 - 
 

Albert : Well, one way to (   F   ) their attention during the science part is to break things 
down into small chunks that are easy to understand. Maybe you can use (4)a 
metaphor 

diagrams to explain the concept would help, too. 
Clara : 

presentation? Should I focus more on the dangers or on the solutions? 
Albert : A balance is important. Start by emphasizing the dangers to make sure they 

understan
feeling helpless. Give them hope and actionable steps. 

Clara : 
encouraging. So, I want to conclude the presentation with a call to action. 

Albert : [        G        ]  A strong call to action can leave a lasting impact. Encourage 

energy policies. Make them leave motivated to do something. 
Clara : Yeah, as I said from the beginning, I want to motivate people. Now, do you 

think I should include a Questions and Answers session at the end? 
Albert : 

deeply. Just be ready for some tough questions you may ( )receive. 
Clara :  I handle doubters who deny climate change? 
Albert : 

defensive. If someone challenges you, explain the scientific consensus and back 
it up with reliable sources. [        H        ] 

Clara : 
I include those sources on my slides? 

Albert : 
up your presentation with too many 
something to look into later. 

Clara : 
the schemes of my presentation? 

Albert : Be confident and enthusiastic! If you care about the topic, your audience will 
feel that energy. And focus on inspiring your audience to take action. 
(5)Enthusiasm goes a long way towards driving your message home. 
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9. 英語（一般選抜　前期）

8. 英語（総合型選抜　基礎能力試験型　前期）
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3  It will take plenty of  18  to accuse a tough-looking man to his face. 

           
 

4  When Bill was away for work, he kept in  19  with his wife by email. 
       

 
5  He is not  20  a poet as a novelist. 
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9. 英語（一般選抜　前期）

英語
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Robert : Hello, Tracy! I watched an episode from the Netflix series Anne with an E. I 

liked what I saw, but it was only one episode in the middle of the series, so I 

Anne of Green Gables 
which this drama is based on? 

Tracy : ad it. I think the book is much better. You should 
definitely read it, if you liked the drama. 

Robert :  
Tracy : OK, let me tell you the main plot as 

dramatic, a bit wild, red-haired orphan*1 

on their farm. 
Robert : (1) thrown them off. 
Tracy : *2

( ) doubtful (   A   ) Anne almost 

(2) . 
Robert :  
Tracy : (   B   )

 fierce temper and can be really stubborn*3

[       C       ] 
Robert :  
Tracy : Oh, plenty of them! For one, she 

*4 
boy named Gilbert Blythe, who teases*5 
“Carrots”. (3) d. 

Robert : 
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enemies? 
Tracy : 

s 
-

(4) hooked. 
Robert : 

to Anne? 
Tracy : Her best friend, Diana Barry. Anne calls her a “bosom friend*6”, and they are 

practically inseparable. Diana is a bit more (5) down-to-earth
 

Robert : Does the book (   D   ) life before 
 

Tracy : Yes, her life before Green Gables was hard. She was passed around between 

she is just so (   E   )  
Robert : [       F       ] 
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Robert : 

 
Tracy : Yes! The descriptions are beautif

 
Robert : [        G        ]  
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more depth than I ( ) expected. I thin
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you know when I start! 
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10. 英語（一般選抜　中期）
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10. 英語（一般選抜　中期）
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国語 - 6

国 語

第
五
問

次
の
語
に
つ
い
て
読
み
方
が
間
違
�
て
い
る
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

25

27

Ａ

①
完
遂
︵
か
ん
つ
い
︶

②
示
唆
︵
し
さ
︶

③
浅
薄
︵
せ
ん
ぱ
く
︶

④
瓦
解
︵
が
か
い
︶

25

Ｂ

①
透
析
︵
と
う
せ
き
︶

②
脱
臼
︵
だ
�
き
�
う
︶

③
四
肢
︵
し
こ
︶

④
頻
脈
︵
ひ
ん
み
�
く
︶

26

Ｃ

①
辿
る
︵
た
ど
る
︶

②
悼
む
︵
い
た
む
︶

③
拒
む
︵
は
ば
む
︶

④
予
め
︵
あ
ら
か
じ
め
︶

27

第
六
問
次
に
示
す

の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
︑
四
つ
の
四
字
熟
語
が
完
成
す
る
︒
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
三
︶
に
答
え
よ
︒

15

解
答
番
号
は

�

︒

28

30

沈

網

千

破

気

顔

尽

深

味

一

長

意

笑

打

消

問
一

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
使
わ
れ
な
い
漢
字
が
一
字
あ
る
︒
そ
れ
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

28

①
打

②
破

③
千

④
網

⑤
顔

問
二

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
二
回
使
う
漢
字
が
二
字
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
一
﹂
と
︑
も
う
ひ
と
つ
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

29

①
気

②
笑

③
味

④
消

⑤
意

問
三

完
成
し
た
四
つ
の
四
字
熟
語
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
意
味
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

30

①
あ
る
表
現
の
内
容
が
趣
深
い
こ
と
︒

②
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
す
る
こ
と
︒

③
元
気
を
な
く
し
︑
落
ち
込
む
こ
と
︒

④
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
︑
に
�
こ
り
笑
う
こ
と
︒

⑤
犯
罪
者
な
ど
の
集
団
を
一
気
に
す
べ
て
捕
ま
え
る
こ
と
︒

国語 - 5

第
二
問

主
人
公
が
虎
に
な
�
て
し
ま
�
た
小
説
﹃
山
月
記
﹄
の
作
者
は
誰
か
︒
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

19

①
中
野
重
治

②
志
賀
直
哉

③
中
島
敦

④
大
岡
昇
平

第
三
問

次
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

・

︒

20

21

Ａ
﹁
見
込
み
が
な
い
と
あ
き
ら
め
る
﹂
と
い
う
意
味
の
慣
用
句
は
ど
れ
か
︒

20

①
し
び
れ
を
切
ら
す

②
割
を
食
う

③
棚
に
上
げ
る

④
さ
じ
を
投
げ
る

Ｂ
﹁

合
の
衆
﹂
の

に
入
る
動
物
名
は
ど
れ
か
︒

21

①
犬

②
烏

③
馬

④
牛

第
四
問
次
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

22

24

Ａ

弟
子
の
逸
話
か
ら
も
先
生
の
人
の
良
さ
が
う
か
が
い
知
れ
る
︒

い
つ
わ

22

①
お
も
し
ろ
お
か
し
い
荒
唐
無
稽
な
空
想
話

②
世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
興
味
深
い
話

③
皮
肉
な
言
い
回
し
を
含
ん
だ
批
判
的
な
話

④
そ
の
も
の
の
特
色
を
最
も
よ
く
現
す
た
と
え
話

Ｂ

一
年
生
議
員
は
お
ず
お
ず
と
し
た
態
度
で
質
問
し
た
︒

23

①
か
た
く
な
な
様
子

②
気
ま
ず
い
様
子

③
つ
ま
ら
な
い
様
子

④
た
め
ら
う
様
子

Ｃ

エ
�
フ
�
ル
塔
の
フ
�
ル
ム
そ
の
も
の
が
︑
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
の
で
あ
る
︒

24

①
色

②
影

③
形

④
材
質

国 語

国語 - 7

国 語

第
七
問

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
語
表
現
に
つ
い
て
︑
正
し
い
場
合
は
①
︑
間
違
�
て
い
る
場
合
は
②
を
選
べ
︒

解
答
番
号
は

・

︒

31

32

Ａ

当
方
の
施
設
を
ぜ
ひ
一
度
︑
拝
見
く
だ
さ
い
︒

31

Ｂ

た
だ
今
よ
り
校
長
が
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
︒

32

第
八
問
次
の
傍
線
部
の
語
の
説
明
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

33

＊
駅
前
に
図
書
館
が
あ
る
が
︑
そ
こ
で
は
静
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
︒

ａ

ｂ

①
ａ
は
目
的
を
示
す
格
助
詞
で
︑
ｂ
は
副
詞
の
一
部
︒

②
ａ
は
存
在
の
場
所
を
示
す
格
助
詞
で
︑
ｂ
は
形
容
動
詞
の
語
尾
︒

③
ａ
は
結
果
を
示
す
格
助
詞
で
︑
ｂ
は
順
接
の
確
定
条
件
を
示
す
接
続
助
詞
︒

④
ａ
は
原
因
・
理
由
を
示
す
格
助
詞
で
︑
ｂ
は
逆
接
の
確
定
条
件
を
示
す
接
続
助
詞
︒

第
九
問
鈴
木
さ
ん
︑
田
中
さ
ん
︑
大
西
さ
ん
の
三
人
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
グ
�
・
チ
�
キ
・
パ
�
を
一
回
ず
つ
出
し
て
ジ
�
ン
ケ
ン
を
し
た
︒

一
回
目
は
鈴
木
さ
ん
が
一
人
勝
ち
で
︑
二
回
目
は
鈴
木
さ
ん
の
一
人
負
け
だ
�
た
︒
三
回
目
の
結
果
は
ど
う
だ
�
た
か
︒
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

解
答
番
号
は

︒

34

①
鈴
木
さ
ん
の
勝
ち

②
田
中
さ
ん
の
勝
ち

③
大
西
さ
ん
の
勝
ち

④
あ
い
こ
︵
ひ
き
わ
け
︶

- 6 - - 5 -
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国語 - 2

み
違
え
て
乱
暴
な
言
葉
や
態
度
で
プ
レ
�
シ
�
�
を
か
け
す
ぎ
る
と
︑
メ
ン
バ
�
の
心
身
が
こ
わ
ば
�
て
力
を
ハ
�
キ
し
に
く
く
な
る
︒

ｄ

﹁
空
気
を
読
む
力
﹂
は
近
年
︑
と
か
く
批
判
さ
れ
が
ち
だ
が
︑
使
い
方
次
第
で
は
︑
集
団
の
心
身
を
健
全
に
保
つ
調
節
弁
に
も
な
る
︒

ち
�
�
と
し
た
工
夫
で
空
気
の
圧
迫
感
は
変
え
ら
れ
る
︒
互
い
に
空
気
を
読
め
る
集
団
だ
か
ら
こ
そ
︑
言
葉
遣
い
や
し
ぐ
さ
を
わ
ず
か
に
変
え

（5）
る
だ
け
で
︑
そ
の
空
気
の
圧
迫
感
を
微
妙
に
調
整
で
き
る
︒
率
先
し
て
そ
こ
に
配
慮
す
る
他
者
の
存
在
に
気
づ
け
ば
︑
あ
り
が
た
さ
や
温
か
み
を
感

じ
る
こ
と
も
で
き
る
︒︻

Ⅳ

︼

﹁
ア
レ
﹂
に
は
選
手
と
し
て
監
督
と
し
て
︑﹁
空
気
の
力
﹂
を
実
感
し
て
き
た
岡
田
監
督
の

カ

が
詰
ま
�
て
い
る
よ
う
に
思
う
︒

︵
出
典
︶
大
治
朋
子
﹃
毎
日
新
聞
・
火
論
﹄
令
和
５
年
９
月

日
︑
朝
刊

版
２
面

一
部
改
変

26

12

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

4

ａ

カ
ジ
�
ウ

①
カ
大
評
価

②
文
明
開
カ

③
希
少
カ
値

④
カ
人
薄
命

1

ｂ

ソ
ツ
ウ

①
質
ソ
倹
約

②
強
制
ソ
開

③
基
ソ
疾
患

④
ソ
先
崇
拝

2

ｃ

セ
ン
サ
イ

①
国
サ
イ
連
合

②
サ
イ
菌
兵
器

③
欠
席
サ
イ
判

④
サ
イ
色
兼
備

3

ｄ

ハ
�
キ

①
キ
怒
哀
楽

②
観
測
キ
球

③
陣
頭
指
キ

④
キ
想
天
外

4

問
二

空
欄

ア

�

カ

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

5

10

ア

①
選
手

②
試
合

③
優
勝

④
勝
利

5

イ

①
い
か
に

②
あ
え
て

③
ず
�
と

④
ち
�
�
と

6

ウ

①
番
号

②
符
号

③
屋
号

④
暗
号

7

エ

①
そ
れ
で
も

②
さ
ら
に
は

③
と
こ
ろ
で

④
か
え
�
て

8

オ

①
お
も
に

②
さ
�
と

③
た
だ

④
つ
い

9

カ

①
知
識

②
知
恵

③
認
識

④
容
認

10

国 語

国語 - 1

国

語

第
一
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
八
︶
に
答
え
よ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

18

プ
ロ
野
球
の
セ
・
リ
�
グ
で
阪
神
が

日
︑
２
０
０
５
年
以
来

年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
︒

14

18

﹁
今
日
で
﹃
ア
レ
﹄
は
封
印
し
て
み
ん
な
で
﹃
優
勝
﹄
を
分
か
ち
合
い
た
い
﹂

岡
田
彰
布
監
督
は
そ
う
語
り
︑﹁

ア

﹂
を
﹁
ア
レ
﹂
と
表
現
す
る
の
を
ひ
と
ま
ず
や
め
る
︑
と

宣
言
し
た
︒

(１)

そ
ん
な
岡
田
監
督
の
﹁
ア
レ
﹂
は
多
く
の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
た
︒
阪
神
フ
�
ン
で
は
な
い
人
々
も
引
き
つ
け
る
︑
不
思
議
な
魅
力
が
あ
�
た
よ

う
に

思
う
︒︻

Ⅰ

︼

(２)
例
え
ば
そ
こ
に
は
︑

イ

明
言
し
な
い
﹁
気
遣
い
﹂
が
あ
る
︒
カ
ジ
�
ウ
な
プ
レ
�
シ
�
�
か
ら
選
手
を
守
ろ
う
と
す
る
心
配
り
だ
︒
さ
ら

ａ

に
︑﹁
ア
レ
﹂
で
分
か
り
合
え
る
空
気
感
も
な
ん
だ
か
楽
し
か
�
た
︒
同
じ
﹁

ウ

﹂
を
共
有
し
て
い
る
仲
間
︑
と
い
う
感
覚
で
あ
る
︒

エ

代
名
詞
を
積
極
的
に
使
う
の
は
︑
日
本
的
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
特
徴
で
も
あ
る
よ
う
だ
︒
文
化
人
類
学
者
の
エ
ド
ワ
�
ド
・
ホ
�

ル
氏
は
﹁
文
脈
﹂
が
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
に
お
よ
ぼ
す
力
を
調
べ
︑
著
書
﹁
ビ
ヨ
ン
ド
・
カ
ル
チ
�
�
︵
文
化
を
超
え
て
︶﹂︵
１
９
７
６
年
︶
に

ま
と
め
た
︒

そ
れ
に
よ
る
と
︑
米
国
な
ど
一
部
欧
米
諸
国
の
社
会
や
集
団
は
︑
で
き
る
だ
け
直
接
的
な
言
葉
で
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
︒
一

方
︑
日
本
な
ど
一
部
の
ア
ジ
ア
の
国
は
︑
は
�
き
り
言
わ
ず
に
全
体
の
文
脈
で
意
思

ソ
ツ
ウ
を
図
る
傾
向
が
あ
る
︒
言
葉
で
明
言
し
な
く
て
も
︑

ｂ

代
名
詞
や

婉
曲
的
な
表
現
︑
非
言
語
的
な
ふ
る
ま
い
な
ど
を
総
動
員
し
て
理
解
し
合
う
と
い
う
の
だ
︒︻

Ⅱ

︼

（3）

ホ
�
ル
氏
は
前
者
の
欧
米
系
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
﹁
低
文
脈
文
化
﹂︑
後
者
の
ア
ジ
ア
的
な
ス
タ
イ
ル
を
﹁
高
文
脈
文
化
﹂
と
呼
ん
だ
︒
今

回
の
﹁
ア
レ
﹂
は
︑
そ
ん
な
﹁
︽

ⅰ

︾
﹂
の

典
型
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

（4）

で
は
な
ぜ
日
本
は
︽

ⅱ

︾
を
擁
す
る
の
か
︒︻

Ⅲ

︼

オ

他
者
の
顔
色
を
う
か
が
�
て
し
ま
う
︒
そ
ん
な

セ
ン
サ
イ
な
感
覚
を
共
有
す
る
集
団
内
で
は
︑
リ
�
ダ
�
が
そ
の
空
気
の
圧
力
を
読

ｃ

国 語

国語 - 4

問
七

波
線
部

﹁
ち
�
�
と
し
た
工
夫
﹂
と
あ
る
が
︑
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
︒
次
の
選
択
肢
の
中
で
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
選
べ
︒

(5)

解
答
番
号
は

︒

17

①
言
葉
遣
い
や
し
ぐ
さ
を
変
え
て
空
気
の
圧
迫
感
を
調
整
す
る
︒

②
で
き
る
だ
け
直
接
的
な
言
葉
で
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
図
る
︒

③
は
�
き
り
言
わ
ず
に
全
体
の
文
脈
で
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
図
る
︒

④
代
名
詞
や
婉
曲
的
な
表
現
を
使
う
こ
と
で
理
解
し
合
う
︒

問
八

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

18

①
岡
田
監
督
は
﹁
ア
レ
﹂
と
表
現
す
る
こ
と
で
選
手
へ
プ
レ
�
シ
�
�
を
か
け
た
︒

②
日
本
な
ど
一
部
の
ア
ジ
ア
の
国
は
代
名
詞
を
使
う
こ
と
で
﹁
空
気
を
読
む
力
﹂
を
育
て
て
い
る
︒

③
﹁
文
脈
﹂
が
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
に
お
よ
ぼ
す
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
︒

④
言
葉
で
明
言
し
な
い
︑
非
言
語
的
な
ふ
る
ま
い
な
ど
は
集
団
の
心
身
を
健
全
に
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
︒

国 語
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問
三

波
線
部

﹁
宣
言
し
た
﹂
︑

﹁
思
う
﹂
の
主
語
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

(1)

(2)

解
答
番
号
は

・

︒

11

12

﹁
宣
言
し
た
﹂

①
岡
田
監
督

②
阪
神
フ
�
ン

③
多
く
の
人
々

④
筆
者

11

(1)
﹁
思
う
﹂

①
岡
田
監
督

②
阪
神
フ
�
ン

③
多
く
の
人
々

④
筆
者

12

(2)

問
四

波
線
部

﹁
婉
曲
﹂
︑

﹁
典
型
﹂
と
同
じ
意
味
内
容
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

え
ん
き
�
く

(3)

(4)

解
答
番
号
は

・

︒

13

14

﹁
婉
曲
﹂

①
遠
回
し

②
ひ
と
り
よ
が
り

③
あ
る
が
ま
ま

④
ゆ
が
み
ま
が
る

13

(3)
﹁
典
型
﹂

①
特
殊

②
原
則

③
模
範

④
例
外

14

(4)

問
五

文
章
中
の
︽

ⅰ

︾・︽

ⅱ

︾
に
は
﹁
高
文
脈
文
化
﹂
か
﹁
低
文
脈
文
化
﹂
の
ど
ち
ら
か
が
入
る
︒
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
�
と

も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

15

①

ⅰ
低
文
脈
文
化

ⅱ
低
文
脈
文
化

②

ⅰ
高
文
脈
文
化

ⅱ
低
文
脈
文
化

③

ⅰ
低
文
脈
文
化

ⅱ
高
文
脈
文
化

④

ⅰ
高
文
脈
文
化

ⅱ
高
文
脈
文
化

問
六

文
章
中
に
︑︿
そ
れ
は
﹁
空
気
を
読
む
﹂
文
化
と
も
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
︒
﹀
と
い
う
一
文
を
入
れ
た
い
︒

︻

Ⅰ

︼
�
︻

Ⅳ

︼
の
ど
こ
に
入
れ
る
の
が
も
�
と
も
適
当
か
︒
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

16

①
Ⅰ

②
Ⅱ

③
Ⅲ

④
Ⅳ

国 語
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国語 - 6

第
五
問

次
の
語
に
つ
い
て
読
み
方
が
間
違
�
て
い
る
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

25

27

Ａ

①
漏
洩
︵
ろ
う
え
い
︶

②
弾
劾
︵
だ
ん
が
い
︶

③
禁
忌
︵
き
ん
き
︶

④
内
奥
︵
な
い
お
く
︶

25

Ｂ

①
虚
血
︵
き
�
け
つ
︶

②
喘
息
︵
た
ん
そ
く
︶

③
喀
血
︵
か
�
け
つ
︶

④
挫
傷
︵
ざ
し
�
う
︶

26

Ｃ

①
繕
う
︵
つ
く
ろ
う
︶

②
苛
め
︵
み
じ
め
︶

③
削
ぐ
︵
そ
ぐ
︶

④
訝
る
︵
い
ぶ
か
る
︶

27

第
六
問
次
に
示
す

の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
︑
四
つ
の
四
字
熟
語
が
完
成
す
る
︒
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
三
︶
に
答
え
よ
︒

15

解
答
番
号
は

�

︒

28

30

喜

客

面

為

楚

歌

変

化

主

四

倒

満

有

転

色

問
一

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
使
わ
れ
な
い
漢
字
が
一
字
あ
る
︒
そ
れ
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

28

①
満

②
為

③
倒

④
色

⑤
化

問
二

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
二
回
使
う
漢
字
が
二
字
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
転
﹂
と
︑
も
う
ひ
と
つ
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

29

①
喜

②
面

③
変

④
四

⑤
有

問
三

完
成
し
た
四
つ
の
四
字
熟
語
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
意
味
は
ど
れ
か
︒
解
答
番
号
は

︒

30

①
孤
立
無
援
の
状
態
で
あ
る
こ
と
︒

②
物
事
の
順
序
や
立
場
な
ど
が
逆
転
す
る
こ
と
︒

③
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
こ
と
︒

④
こ
の
世
の
す
べ
て
は
移
り
変
わ
り
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
︒

⑤
う
れ
し
さ
を
顔
中
に
浮
か
べ
る
こ
と
︒

国 語

国語 - 5

第
二
問

志
賀
直
哉
の
作
品
で
︑﹁
け
が
を
し
た
自
分
が
温
泉
に
養
生
に
行
き
︑
蜂
の
死
骸
に
寂
し
い
が
静
か
な
死
へ
の
親
し
み
を
感
じ
た
り
︑
命

拾
い
し
た
自
分
を
省
み
る
﹂
と
い
う
内
容
の
作
品
名
は
ど
れ
か
︒
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

19

①
﹃
山
の
音
﹄

②
﹃
新
生
﹄

③
﹃
お
目
出
た
き
人
﹄

④
﹃
城
の
崎
に
て
﹄

第
三
問
次
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

・

︒

20

21

Ａ
﹁
何
の
根
拠
も
な
い
﹂
と
い
う
意
味
の
慣
用
句
は
ど
れ
か
︒

20

①
根
も
葉
も
な
い

②
因
果
を
含
め
る

③
水
泡
に
帰
す

④
薮
か
ら
棒

Ｂ
﹁
象
牙
の

に
こ
も
る
﹂
の

に
入
る
語
は
ど
れ
か
︒

21

①
蔵

②
室

③
壷

④
塔

第
四
問
次
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

22

24

Ａ

新
聞
の
連
載
を
読
み
な
が
ら
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
�
た
︒

じ
く
じ

22

①
恥
じ
入
る
こ
と

②
こ
だ
わ
る
こ
と

③
い
ら
い
ら
す
る
こ
と

④
に
ん
ま
り
す
る
こ
と

Ｂ

童
謡
﹁
ふ
る
さ
と
﹂
の
さ
わ
り
を
歌
�
て
ほ
し
い
︒

23

①
最
初
の
部
分

②
最
後
の
部
分

③
中
心
と
な
る
部
分

④
好
き
だ
と
思
う
部
分

Ｃ

プ
ロ
セ
ス
を
じ
�
く
り
考
え
る
こ
と
が
︑
成
功
へ
の
近
道
に
な
る
︒

24

①
結
果

②
過
程

③
理
由

④
基
本

国 語
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第
七
問

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
語
表
現
に
つ
い
て
︑
正
し
い
場
合
は
①
︑
間
違
�
て
い
る
場
合
は
②
を
選
べ
︒

解
答
番
号
は

・

︒

31

32

Ａ

先
生
︑
傘
を
お
持
ち
で
な
い
ん
で
す
ね
︒

31

Ｂ

鉛
筆
を
ご
用
意
し
て
く
だ
さ
い
︒

32

第
八
問
次
の
傍
線
部
の
語
の
説
明
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

33

＊
彼
か
ら
ゆ
か
い
な
話
を
聞
い
た
が
︑
何
度
考
え
て
も
お
か
し
な
話
だ
︒

ａ

ｂ

①
ａ
は
連
体
詞
で
︑
ｂ
は
形
容
動
詞

②
ａ
は
形
容
動
詞
で
︑
ｂ
は
連
体
詞

③
ａ
・
ｂ
ど
ち
ら
も
連
体
詞

④
ａ
・
ｂ
ど
ち
ら
も
形
容
動
詞

第
九
問

健
さ
ん
︑
輝
さ
ん
︑
育
ち
�
ん
︑
和
ち
�
ん
の
四
人
が
一
〇
〇
ｍ
競
走
を
し
た
︒
終
了
後
︑
四
人
が
以
下
の
よ
う
に
言
�
て
い
る
︒

１
位
に
な
�
た
の
は
誰
か
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

34

︵
四
人
の
発
言
︶
健
さ
ん

﹁
和
ち
�
ん
に
負
け
た
よ
︒﹂

輝
さ
ん

﹁
ゴ
�
ル
直
前
で
２
位
を
走
�
て
い
る
人
を
抜
い
て
︑
そ
の
ま
ま
ゴ
�
ル
し
た
よ
︒﹂

育
ち
�
ん
﹁
健
さ
ん
に
勝
�
た
よ
︒﹂

和
ち
�
ん
﹁
育
ち
�
ん
よ
り
先
に
ゴ
�
ル
し
た
よ
︒﹂

①
健
さ
ん

②
輝
さ
ん

③
育
ち
�
ん

④
和
ち
�
ん

国 語
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国語 - 2

か
に
も
愛
情
豊
か
な
表
現
は
お
め
で
た
い
席
に
ぴ
�
た
り
で
︑
人
生
を
寿
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
す
︒

こ
と
ほ

︻

Ⅱ

︼

あ
る
程
度
︑
年
を
重
ね
た
人
は
も
ち
ろ
ん
︑
若
い
人
が
こ
う
し
た
格
調
の
高
い
言
葉
を
引
用
す
る
の
は
︑
と
て
も
知
的
で
格
好
よ
く
見
え
る
も
の

で
す
︒エ

ビ
ジ
ネ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
こ
う
し
た
言
葉
を
ヒ
ロ
ウ
す
れ
ば
︑﹁
な
か
な
か
教
養
の
あ
る
人
だ
﹂
と
︑
期
待
さ
れ
る
存
在
に
な
る

ｃ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

︻

Ⅲ

︼

そ
の
ほ
か
に
も
﹁

オ

を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
﹂
や
﹁

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
﹂﹁
伏
す
こ
と
久
し
き
は
飛
ぶ
こ
と
必
ず
高

（5）

し
﹂
な
ど
︑
少
し
難
解
で
味
わ
い
深
い
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

︻

Ⅳ

︼

こ
う
し
た
言
葉
は
語
彙
と
し
て
い
�
た
ん
イ
ン
プ
�
ト
し
︑
今
度
は
き
れ
い
な
日
本
語
と
し
て

カ

し
て
い
く
の
が

王
道
で
し
�
う
︒

（6）

﹁
今
の
若
い
人
は
日
本
語
を
知
ら
な
い
﹂
な
ど
と
ヒ
ナ
ン
さ
れ
て
か
ら
久
し
い
の
で
す
が
︑
格
調
の
高
い
言
葉
は
志
の
あ
る
人
に
よ
�
て
受
け
継

ｄ

が
れ
︑
今
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
︒

語
彙
が
増
え
る
ご
と
に
新
た
な
発
見
が
あ
る
︒
そ
ん
な
日
本
語
の
美
し
さ
と
す
ば
ら
し
さ
を
︑
よ
り
多
く
の
人
に
知
�
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
︒

︵
出
典
︶
語
彙
力
向
上
研
究
会
﹃
で
き
る
人
の
語
彙
力
が
身
に
つ
く
本
﹄
三
笠
書
房
︑
二
〇
一
七
年
︑
三
〇
頁
�
三
二
頁

一
部
改
変

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

4

ａ

キ
カ
イ

①
上
流
カ
イ
級

②
牽
強
付
カ
イ

③
山
カ
イ
珍
味

④
永
遠
カ
イ
帰

1

ｂ

シ
�
ウ
ニ
ン

①
シ
�
ウ
知
徹
底

②
シ
�
ウ
学
旅
行

③
大
願
成
ジ
�

④
源
泉
徴
シ
�
ウ

2

ｃ

ヒ
ロ
ウ

①
明
ロ
ウ
快
活

②
勤
ロ
ウ
意
欲

③
独
居
ロ
ウ
人

④
自
動
ロ
出

3

ｄ

ヒ
ナ
ン

①
ヒ
選
挙
権

②
消
ヒ
期
限

③
登
校
拒
ヒ

④
ヒ
常
階
段

4

国 語
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国

語

第
一
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
八
︶
に
答
え
よ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

18

言
葉
を
た
く
さ
ん
知
�
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑
ワ
�
ド
ロ
�
ブ
に
さ
ま
ざ
ま
な
フ
�
�
シ
�
ン
を
用
意
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
︑
シ
チ

(１)

(２)

�
エ
�
シ
�
ン
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
装
い
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
�
う
︒

ア

︑
親
し
い
人
と
の
集
ま
り
な
ら
ジ
�
ン
ズ
と
Ｔ
シ
�
ツ
の
く
だ
け
た
ス
タ
イ
ル
で
︑
ビ
ジ
ネ
ス
シ
�
ン
な
ら
ス
�
ツ
を
着
こ
な
し
て
︑

パ
�
テ
�
�
な
ど
晴
れ
の
場
で
は
優
雅
な
装
い
で
︙
︙
と
︑
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
自
分
を
演
出
す
る
わ
け
で
す
︒
言
葉
も
フ
�
�
シ
�
ン
と
同
じ

よ
う
に
︑
最
高
の
自
分
を
引
き
出
す
キ
ラ
�
ア
イ
テ
ム
と
い
え
ま
す
︒

特
に
︑
公
の
場
で
話
す
キ
カ
イ
に
恵
ま
れ
た
な
ら
︑
ち
�
�
と
難
し
い
言
葉
も
自
然
に
使
い
こ
な
し
て
︑﹁
さ
す
が
﹂
と
思
わ
せ
た
い
も
の
で
す
︒

ａ

晴
れ
の
場
で
使
う
言
葉
は
︑
い
わ
ば
﹁
よ
そ
行
き
﹂
で
す
か
ら
︑
照
れ
ず
に
カ
�
コ
よ
く
決
め
ま
し
�
う
︒

役
員
の
シ
�
ウ
ニ
ン
式
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る
﹁
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
﹂
な
ど
と
い
う
言
葉
も
実
に
格
調
高
い
も
の
で
す
が
︑﹁
せ
ん
だ
ん

せ
ん
だ
ん

ふ
た
ば

か
ん
ば

ｂ

は

ふ
た
ば
よ
り

か
ん
ば
し
﹂
と
聞
い
て
︑
す
ぐ
に
そ
の
意
味
と
背
景
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
︑

イ

口
に
は
で
き
ま
せ
ん
︒

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
﹁
せ
ん
だ
ん
は
芽
吹
く
頃
か
ら
早
く
も
芳
し
い
香
り
が
す
る
よ
う
に
︑
大
成
す
る
人
は
幼
い
と
き
か
ら
目
立
�
て
優
れ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
﹂
と
い
う
意
味
で
す
︒

ウ

人
を
形
容
す
る
と
き
に
よ
く

使
わ
れ
ま
す
が
︑
口
に
す
る
な
ら
︑
よ
ど
み
な
く
ス
ラ
ス
ラ
と
言
わ
な

（3）

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒

︻

Ⅰ

︼

ま
た
︑﹁
愛
出
ず
る
者
は
愛
返
り
︑
福
往
く
者
は
福
来
た
る
︵
あ
い
い
ず
る
も
の
は
あ
い
か
え
り
︑
ふ
く
い
く
も
の
は
ふ
く
き
た
る
︶
﹂
と
い
う

い

い

言
葉
も
響
き
が
美
し
く
︑
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
意
味
は
﹁
人
を
愛
す
る
者
は
人
か
ら
も
愛
さ
れ
︑
人
に
対
し
て
善
行
を
施
す
者
に
は
幸
福
が
返
�
て
く
る
﹂
と
い
う
も
の
︒

結
婚
式
や

金
婚
式
な
ど
人
生
の
記
念
日
の
ス
ピ
�
チ
と
し
て
定
評
の
あ
る
こ
と
わ
ざ
な
の
で
︑
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
で
し
�
う
︒
い

（4）

国 語

国語 - 4

問
五

波
線
部

﹁
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
﹂
と
同
じ
意
味
内
容
の
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

あ
い

(5)

15

①
出
藍
の
誉
れ

②
紺
屋
の
白
袴

③
青
雲
の
志

④
青
天
白
日

問
六

波
線
部

﹁
王
道
﹂
の
意
味
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

(6)

16

①
正
攻
法

②
正
統
派

③
モ
ラ
ル

④
オ
�
ソ
ド
�
ク
ス

問
七

文
章
中
に
︑︿
こ
う
し
た
こ
と
わ
ざ
や
熟
語
を
自
分
の
語
彙
の
中
に
し
�
か
り
キ
�
プ
し
て
お
け
ば
︑
い
つ
で
も
ピ
�
ク
ア
�
プ
し
て
活
用

で
き
ま
す
︒﹀
と
い
う
一
文
を
入
れ
た
い
︒︻

Ⅰ

︼
�
︻

Ⅳ

︼
の
ど
こ
に
入
れ
る
の
が
も
�
と
も
適
当
か
︒
選
択
肢
か
ら
選

べ
︒
解
答
番
号
は

︒

17

①
Ⅰ

②
Ⅱ

③
Ⅲ

④
Ⅳ

問
八

こ
の
文
章
の
内
容
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

18

①
こ
と
わ
ざ
な
ど
は
そ
の
意
味
と
背
景
を
知
ら
な
け
れ
ば
使
�
て
は
い
け
な
い
︒

②
﹁
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
﹂
と
は
人
生
の
記
念
日
を
祝
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
あ
る
︒

③
年
を
重
ね
た
人
は
難
解
で
味
わ
い
深
い
言
葉
を
使
う
こ
と
が
王
道
と
言
え
る
︒

④
言
葉
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
は
最
高
の
自
分
を
引
き
出
す
の
に
役
立
つ
︒

国 語

国語 - 3

問
二

空
欄

ア

�

カ

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

解
答
番
号
は

�

︒

5

10

ア

①
け
れ
ど
も

②
た
と
え
ば

③
あ
る
い
は

④
と
こ
ろ
で

5

イ

①
の
ん
び
り

②
こ
�
そ
り

③
す
ん
な
り

④
あ
く
ま
で

6

ウ

①
ま
じ
め
な

②
優
秀
な

③
元
気
な

④
熱
心
な

7

エ

①
つ
ま
り

②
す
る
と

③
さ
て

④
も
し

8

オ

①
人
事

②
人
位

③
人
為

④
人
格

9

カ

①
ス
ル
�
プ
�
ト

②
ア
ウ
ト
プ
�
ト

③
カ
�
ト
オ
フ

④
ス
ピ
ン
オ
フ

10

問
三

波
線
部

﹁
ワ
�
ド
ロ
�
ブ
﹂︑

﹁
シ
チ
�
エ
�
シ
�
ン
﹂︑

﹁
金
婚
式
﹂
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ

(1)

(2)

(4)

れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

11

13

﹁
ワ
�
ド
ロ
�
ブ
﹂

①
日
常
言
語

②
言
語
空
間

③
高
級
服

④
衣
装
部
屋

11

(1)
﹁
シ
チ
�
エ
�
シ
�
ン
﹂

①
背
景

②
教
養

③
格
調

④
状
況

12

(2)
﹁
金
婚
式
﹂

①
結
婚
二
十
周
年

②
結
婚
三
十
周
年

③
結
婚
五
十
周
年

④
結
婚
六
十
周
年

13

(4)

問
四

波
線
部

﹁
使
わ
れ
ま
す
﹂
の
主
語
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

(3)

解
答
番
号
は

︒

14

①
晴
れ
の
場
で
使
う
言
葉

②
﹁
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
﹂
と
い
う
こ
と
わ
ざ

③
人
生
を
寿
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

④
﹁
愛
出
ず
る
者
は
愛
返
り
︑
福
往
く
者
は
福
来
た
る
﹂
と
い
う
こ
と
わ
ざ

国 語
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国語



国語 - 6

第
五
問

次
に
示
す

の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
︑
四
つ
の
四
字
熟
語
が
完
成
す
る
︒
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
三
︶
に
答
え
よ
︒

15

解
答
番
号
は

�

︒

29

31

舞

躍

四

街

楚

歌

目

鳳

睛

如

画

飛

点

龍

面

問
一

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
使
わ
れ
な
い
漢
字
が
一
字
あ
る
︒
そ
れ
は
ど
れ
か
︒

解
答
番
号
は

︒

29

①
街

②
楚

③
鳳

④
躍

⑤
晴

問
二

先
の
漢
字
の
う
ち
︑
二
回
使
う
漢
字
が
二
字
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
面
﹂
と
︑
も
う
ひ
と
つ
は
ど
れ
か
︒

解
答
番
号
は

︒

30

①
点

②
目

③
舞

④
龍

⑤
飛

問
三

完
成
し
た
四
つ
の
四
字
熟
語
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
意
味
は
ど
れ
か
︒

解
答
番
号
は

︒

31

①
様
子
が
生
き
生
き
と
し
た
さ
ま
︒
世
間
の
評
判
通
り
活
躍
す
る
こ
と
︒

②
交
通
な
ど
の
便
が
よ
く
︑
に
ぎ
わ
う
町
︒

③
異
な
る
能
力
や
資
質
を
持
つ
人
々
が
協
力
し
て
素
晴
ら
し
い
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
︒

④
物
事
の
最
後
の
仕
上
げ
︒

⑤
自
分
の
周
囲
は
み
な
敵
︒
敵
に
囲
ま
れ
て
孤
立
す
る
︒

国 語

国語 - 5

第
三
問

次
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

解
答
番
号
は

・

︒

22

23

Ａ

先
生
が
い
み
じ
く
も
お
�
し
�
�
た

22

①
ふ
し
ぎ
に
も

②
ぐ
う
ぜ
ん
に

③
ひ
じ
�
う
に
う
ま
く

④
怒
�
て

Ｂ

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
疎
い
分
野
で
あ
る

23

①
関
わ
り
が
う
す
い

②
得
意
な

③
よ
く
通
じ
た

④
未
知
な
る

第
四
問

次
の
熟
語
に
つ
い
て
︑
国
語
辞
典
で
五
十
音
の
順
に
︑
意
味
を
調
べ
る
と
き
に
三
番
目
に
く
る
語
句
を
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

解
答
番
号
は

�

︒

24

28

Ａ

①
快
哉

②
卓
見

③
誤
謬

④
不
遜

24

Ｂ

①
拘
泥

②
頑
迷

③
該
博

④
遵
守

25

Ｃ

①
辟
易

②
市
井

③
意
匠

④
婉
曲

26

Ｄ

①
漸
次

②
遊
説

③
出
納

④
約
定

27

Ｅ

①
寂
れ
た

②
鄙
び
た

③
萎
び
た

④
錆
び
た

28

国 語

国語 - 7

第
六
問

次
の
各
文
で
敬
語
の
言
葉
遣
い
が
正
し
い
の
は
ど
れ
か
︒
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

・

︒

32

33

Ａ

①
先
生
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
た
い
ん
で
す
が
︒

32

②
先
生
が
指
導
さ
れ
る
の
で
し
た
ね
︒

③
先
生
は
来
週
海
外
へ
い
ら
�
し
�
る
ん
で
し
た
ね
︒

Ｂ

①
お
家
族
は
ど
ち
ら
に
お
い
で
に
な
り
ま
す
か
︒

33

②
明
日
か
ら
海
外
へ
参
り
ま
す
︒

③
先
日
所
用
で
和
歌
山
に
う
か
が
い
ま
し
た
︒

第
七
問
次
の
文
を
読
み
︑
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
選
択
肢
を
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

34

あ
る
駅
で
電
車
を
降
り
︑
駅
の
西
口
に
出
る
と
西
に
向
か
う
大
通
り
が
あ
�
た
の
で
︑
ま
�
す
ぐ
進
ん
だ
︒
交
差
点
の
左
手
手
前
角
に
寺
が
あ
り
︑

そ
の
交
差
点
を
左
に
曲
が
�
た
︒
し
ば
ら
く
歩
く
と
交
差
点
の
右
手
向
こ
う
に
本
屋
が
あ
�
た
︒
そ
の
交
差
点
を
右
に
曲
が
り
歩
い
て
い
る
と
右
手

に
高
等
学
校
が
あ
�
た
︒
高
等
学
校
の
先
に
交
差
点
が
あ
り
︑
そ
の
交
差
点
を
右
に
ま
わ
�
た
︒
し
ば
ら
く
歩
く
と
駅
前
の
大
通
り
に
出
た
︒
大
通

り
を
渡
る
と
︑
商
店
街
と
な
�
た
︒
そ
の
商
店
街
を
進
む
と
交
差
点
の
右
手
手
前
に
役
所
が
あ
�
た
︒
そ
の
交
差
点
を
左
に
曲
が
り
︑
歩
い
て
行
く

と
︑
交
差
点
が
あ
り
右
手
手
前
に
神
社
が
あ
�
た
︒
そ
こ
を
右
に
ま
わ
り
し
ば
ら
く
歩
く
と
正
面
に
公
園
が
あ
�
た
︒
公
園
の
手
前
を
右
に
ま
わ
り

ま
�
す
ぐ
歩
い
て
行
く
と
踏
切
が
あ
り
そ
の
先
の
左
手
に
病
院
が
あ
�
た
︒

①
寺
は
役
所
よ
り
南
に
あ
る
︒

②
高
校
は
神
社
よ
り
東
に
あ
る
︒

③
病
院
は
本
屋
よ
り
北
に
あ
る
︒

④
本
屋
は
駅
よ
り
東
に
あ
る
︒

⑤
公
園
は
役
所
よ
り
北
に
あ
る
︒

国 語
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国語



国語 - 2

な
ホ
ウ
ヨ
ウ
を
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
だ
﹂
と
軽
い
気
持
ち
で
言
�
た
ま
で
で
あ
る
︒
宗
教
心
の
な
い
日
本
人
的

曖
昧
︑
無
責
任
な
発
言
で
あ
�
た

(ウ)

か
も
し
れ
な
い
︒
そ
れ
に
た
い
し
て
︑

オ

わ
た
し
が
﹁
仏
教
は
︵
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
︶
優
れ
て
い
る
か
ら
﹂
と
で
も
言
�
た
か
の
よ
う
に

受
け
止
め
︑
あ
の
よ
う
な

フ
ン
ゼ
ン
と
し
た
応
答
が
あ
�
た
こ
と
に
心
底
驚
い
た
︒
ど
う
し
て
そ
の
医
師
は
︑
﹁
わ
た
し
も
今
朝
︑
我
ら
が
主

ｅ

（3）

に
お
祈
り
し
ま
し
た
か
ら
︑
だ
い
じ
�
う
ぶ
︑
雨
は
止
み
ま
す
よ
﹂
と
軽
く
答
え
ら
れ
な
か
�
た
の
か
と
︑
今
に
な
�
て
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
︒

︵
出
典
︶
今
枝
由
郎
﹃
ブ
�
タ
ン
に
魅
せ
ら
れ
て
﹄
岩
波
新
書
︑
２
０
０
８
年
︑
１
０
４
頁
�
１
０
６
頁

一
部
改
変

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｅ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

5

ａ

タ
イ
ザ
イ

①
タ
イ
等
に
接
す
る

②
タ
イ
育
の
授
業

③
渋
タ
イ
し
て
い
る

④
安
全
地
タ
イ

1

ｂ

ハ
ケ
ン

①
ケ
ン
康
診
断

②
ケ
ン
唐
使

③
意
ケ
ン
を
の
べ
る

④
ケ
ン
嘩
両
成
敗

2

ｃ

ホ
ウ
ヨ
ウ

①
ホ
ウ
律

②
ホ
ウ
角

③
ホ
ウ
納

④
ホ
ウ
和
状
態

3

ｄ

ソ
ウ
リ
�

①
リ
�
行

②
伴
リ
�

③
配
リ
�

④
捕
リ
�

4

ｅ

フ
ン
ゼ
ン

①
フ
ン
砕
機

②
フ
ン
火
警
報

③
フ
ン
別

④
フ
ン
怒

5

問
二

空
欄

ア

�

オ

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

6

10

ア

①
け
れ
ど
も

②
も
し
く
は

③
そ
れ
ゆ
え

④
と
き
に

6

イ

①
な
お

②
し
か
し

③
つ
ま
り

④
ま
た

7

ウ

①
同
様
に

②
或
い
は

③
し
か
し

④
い
ず
れ
に
せ
よ

8

エ

①
た
だ

②
ま
た

③
し
た
が
�
て

④
か
り
に

9

オ

①
ま
る
で

②
反
対
に

③
あ
た
か
も

④
た
と
え
ば

10

国 語

国語 - 1

国

語

第
一
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
六
︶
に
答
え
よ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

16

わ
た
し
に
は

忘
れ
が
た
い
思
い
出
が
あ
る
︒
わ
た
し
が
ブ
�
タ
ン
に

タ
イ
ザ
イ
し
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
に
は
︑
首
都
テ
�
ン
プ
に
は
外
国

ａ

(１)

人
は
ほ
と
ん
ど
在
住
し
て
お
ら
ず
︑
唯
一
の
例
外
が
病
院
に
勤
め
て
い
た
数
人
の
医
師
︑
看
護
婦
で
あ
り
︑
か
れ
ら
は
全
員
な
に
が
し
か
の
キ
リ
ス

ト
教
系
宣
教
師
会
か
ら

ハ
ケ
ン
さ
れ
て
き
て
い
た
︒
あ
る
日
曜
日
︑
わ
た
し
は
か
れ
ら
の
宿
舎
の
庭
で
催
さ
れ
る
バ
�
ベ
キ
�
�
に
招
待
さ
れ
た
︒

ｂ

テ
�
ン
プ
は
︑
雨
季
の
一
︑
二
カ
月
を
除
け
ば
︑
日
中
雨
が
降
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
︑
そ
の
日
も
全
員
当
然
の
こ
と
と
し
て
晴
天
を
予
想
し
て

い
た
︒

ア

︑
テ
ン
ト
と
か
傘
と
か
い
�
た
準
備
は
一
切
し
て
な
か
�
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
炭
も
真
�
赤
に
熾
り
︑
い
ざ
焼
き
始
め
よ
う
と
い
う

お
こ

頃
に
な
り
︑
突
然
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
︑
雨
が
降
り
始
め
た
︒

わ
た
し
は
何
気
な
し
に
︑﹁
お
坊
さ
ん
に
頼
ん
で
︑
雨
封
じ
の

ホ
ウ
ヨ
ウ
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
﹂
と
言
�
た
︒
ブ
�
タ
ン
で
は
︑
雨
乞
い
の

ｃ

ホ
ウ
ヨ
ウ
も
日
常
茶
飯
事
で
︑
そ
れ
を
専
門
に
し
て
い
る

ソ
ウ
リ
�
も
い
る
︒
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
︑
さ
し
た
る
問
題

ｄ

で
は
な
く
︑
と
に
か
く
雨
乞
い
を
す
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
逆
に
雨
封
じ
を
願
う
場
合
も
あ
り
︑
そ
の
た
め
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
も
あ
る
︒

イ

︑
そ
の

効
き
目
が
あ
る
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
の
は
︑
雨
乞
い
の
時
と
同
じ
で
あ
る
︒

ウ

︑
わ
た
し
の
ご
く
軽
い
気
持
ち
か
ら
の
言
葉
に
︑
医
師
の
一
人
が

毅
然
と
し
て
答
え
た
︒﹁
わ
た
し
は
今
朝
︑
我
ら
が
主
に
︑
雨
が
降

(ア)

り
ま
せ
ん
よ
う
に
︑
と
お
祈
り
し
ま
し
た
︒
で
す
か
ら
︑
雨
封
じ
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
の
必
要
は
い
�
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
﹂︒
わ
た
し
は
︑
全
く
予
想
外
の

反
応
に
︑
呆
気
に
と
ら
れ
て
返
す
言
葉
が
な
か
�
た
︒
結
局
雨
は
止
ま
ず
︑
炭
火
は
か
ろ
う
じ
て
消
え
な
か
�
た
が
︑
全
員
び
し
�
ぬ
れ
の
バ
�
ベ

キ
�
�
で
あ
�
た
︒
わ
た
し
は
︑
気
持
ち
が
晴
れ
ぬ
ま
ま
︑
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に

暇
乞
い
を
し
た
︒
以
後
︑
そ
の
医
師
は
二
度
と
わ
た
し
に
声
を

(イ)

か
け
る
こ
と
は
な
か
�
た
︒

今
思
い
返
し
て
み
て
も
︑
気
ま
ず
い
経
験
で
あ
�
た
︒
わ
た
し
は
悪
気
が
あ
�
た
わ
け
で
も
何
で
も
な
い
︒

エ

︑﹁
せ
�
か
く
の
バ
�
ベ

(２)

キ
�
�
が
︑
雨
で
台
な
し
に
な
ら
な
い
で
欲
し
い
﹂
と
願
�
た
だ
け
で
あ
る
︒
わ
た
し
に
は
雨
を
止
め
る
術
も
な
く
︑﹁
ブ
�
タ
ン
人
な
ら
︑
こ
ん

国 語

国語 - 4

問
六

波
線
部

﹃﹁
わ
た
し
も
今
朝
︑
我
ら
が
主
に
お
祈
り
し
ま
し
た
か
ら
︑
だ
い
じ
�
う
ぶ
︑
雨
は
止
み
ま
す
よ
﹂
と
軽
く
答
え
ら
れ
な
か
�

(3)

た
の
か
﹄
と
あ
る
が
︑
答
え
ら
れ
な
か
�
た
理
由
と
し
て
︑
適
当
で
な
い
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

16

①
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
会
か
ら
ハ
ケ
ン
さ
れ
て
き
た
医
師
な
の
で
︑
信
仰
を
軽
く
扱
え
な
か
�
た
か
ら
︒

②
ブ
�
タ
ン
で
は
日
常
茶
飯
事
に
雨
封
じ
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
︑
効
き
目
が
な
か
�
た
か
ら
︒

③
﹁
仏
教
は
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
優
れ
て
い
る
か
ら
﹂
と
で
も
言
�
た
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
ら
︒

④
信
仰
と
祈
り
の
真
摯
さ
か
ら
︒

第
二
問
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
つ
い
て
︑
正
し
い
場
合
は
①
︑
間
違
�
て
い
る
場
合
は
②
を
選
べ
︒

解
答
番
号
は

�

︒

17

21

Ａ

試
験
に
合
格
し
︑
涙
を
の
ん
だ
︒

17

Ｂ

頼
ま
れ
た
仕
事
が
出
来
ず
に
︑
あ
ご
を
出
す
︒

18

Ｃ

多
く
の
人
の
前
で
失
敗
し
た
の
で
︑
顔
か
ら
火
が
で
た
︒

19

Ｄ

明
日
の
試
験
が
気
に
な
る
の
で
︑
枕
を
高
く
し
て
や
す
ん
だ
︒

20

Ｅ

彼
に
な
に
を
い
�
て
も
立
て
板
に
水
で
あ
る
︒

21

国 語
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問
三

傍
線
部

﹁
毅
然
﹂︑

﹁
暇
乞
い
﹂︑

﹁
曖
昧
﹂
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
︒

(ア)

(イ)

(ウ)

解
答
番
号
は

�

︒

11

13

﹁
毅
然
﹂

①
物
事
に
動
じ
な
い
さ
ま

②
驚
き
あ
き
れ
て
声
も
出
な
い
さ
ま

11

(ア)

③
非
常
に
驚
く
さ
ま

④
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
さ
ま

﹁
暇
乞
い
﹂

①
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
伝
え
る

②
ほ
か
の
も
の
を
も
と
め
る

12

(イ)

③
わ
か
れ
の
挨
拶
を
伝
え
る

④
ふ
さ
ぎ
こ
む

﹁
曖
昧
﹂

①
ま
ぎ
れ
も
な
く
は
�
き
り
し
て
い
な
い
こ
と

②
確
か
で
な
い
さ
ま

13

(ウ)

③
明
ら
か
で
は
�
き
り
し
て
い
な
い
こ
と

④
態
度
や
物
事
が
は
�
き
り
し
な
い
こ
と

問
四

波
線
部

﹃
忘
れ
が
た
い
思
い
出
が
あ
る
︒﹄
と
あ
る
が
︑
忘
れ
が
た
い
思
い
出
と
は
な
に
か
︑
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選

(1)

べ
︒
解
答
番
号
は

︒

14

①
雨
中
の
全
員
び
し
�
ぬ
れ
の
バ
�
ベ
キ
�
�
︒

②
バ
�
ベ
キ
�
�
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
︒

③
軽
い
気
持
ち
で
言
�
た
こ
と
に
軽
く
応
え
て
く
れ
な
か
�
た
こ
と
︒

④
雨
封
じ
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
︒

問
五

波
線
部

﹃
気
ま
ず
い
経
験
﹄
と
あ
る
が
︑
気
ま
ず
い
経
験
と
は
な
に
か
︑
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

(2)

解
答
番
号
は

︒

15

①
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
暇
乞
い
を
し
た
こ
と
︒

②
ご
く
軽
い
気
持
ち
か
ら
の
言
葉
に
︑
医
師
の
一
人
が
毅
然
と
し
て
答
え
た
こ
と
︒

③
雨
封
じ
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
を
し
て
も
ら
わ
な
か
�
た
こ
と
︒

④
﹁
せ
�
か
く
の
バ
�
ベ
キ
�
�
が
︑
雨
で
台
な
し
に
な
ら
な
い
で
欲
し
い
﹂
と
願
�
た
が
︑
か
な
わ
な
か
�
た
こ
と
︒

国 語

- 2 - - 1 -

- 4 - - 3 -

24

13. 国語（総合型選抜　基礎能力試験型　後期）

国語
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だ
�
た
︒
言
葉
も
何
も
通
じ
な
い
か
ら
︑
花
で
も
摘
ん
で
来
よ
う
と
思
�
た
の
か
︒
少
女
の
よ
う
に
は
に
か
ん
で
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
そ
の
小
さ
な
花
束

を
も
ら
い
︑
ア
リ
ガ
ト
ウ
と
私
が
教
え
た
言
葉
を
返
し
て
い
た
︒
風
の
中
で
︑
結
い
上
げ
た
髪
の
鬢
の
と
こ
ろ
が
少
し
ほ
つ
れ
て
そ
よ
ぎ
︑
差
し

び
ん

出
さ
れ
た
手
は
白
く
美
し
か
�
た
︒

日
本
を
訪
れ
た
と
き
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
す
で
に
︑
少
し
も
若
く
は
な
か
�
た
︒
考
え
て
み
れ
ば
︑
私
よ
り
も
︑
私
の
母
の
年
齢
に
近
か
�
た
だ
ろ
う
︒

目
尻
に
は
年
齢
相
応
の
皺
が
寄
り
︑
頬
骨
の
上
に
は
ま
ば
ら
に
雀
斑
が
散
り
︑
灰
が
か
�
た
緑
色
の
目
は
落
ち
窪
ん
で
ひ
と
き
わ
大
き
か
�
た
が
︑

そ
ば
か
す

私
は
Ｉ
・
Ｂ
を
美
し
い
と
思
�
た
︒
時
折
︑
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ぬ
よ
う
な
美
し
い
人
と
い
�
し
�
に
旅
を
し
て
い
る
の
だ
と
い

E
う
感
覚
に
う
ろ
た
え
る
こ
と
が
あ
�
た
が
︑
こ
の
こ
ろ
ま
だ
私
は
Ｉ
・
Ｂ
に
恋
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
た
だ
︑
特
別
美
し
い
野
生
の
雌
鹿

に
で
も
出
会
�
て
し
ま
�
た
よ
う
な
感
慨
を
も
�
て
遠
く
か
ら
ぼ
ん
や
り
と
見
つ
め
る
こ
と
が
あ
�
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
︒

そ
し
て
そ
の
美
し
さ
は
︑
顔
の
造
作
や
西
洋
人
特
有
の
彫
り
の
深
さ
と
い
�
た
も
の
で
は
な
く
て
︑
Ｉ
・
Ｂ
だ
け
が
醸
し
出
す
曰
く
い
い
難
い

か
も

い
わ

魅
力
に
拠
�
て
い
て
︑
そ
の
魅
力
と
は
何
か
と
問
う
な
ら
ば
︑
旅
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
点
で
は
︑
若
か
�
た
私
に
答
え
ら
れ
た
こ
と
は
︑
唯
一

ｄ

つ
︑
彼
女
が
と
て
つ
も
な
い
変
わ
り
者
だ
︑
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
�
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
︒

︵
出
典
︶
中
島
京
子
﹃
イ
ト
ウ
の
恋
﹄
講
談
社

２
０
０
５
年
︑
五
三
�
五
七
頁

一
部
改
変

︵
注
︶
チ
�
ブ
屋

︱

明
治
期
に
横
浜
や
神
戸
な
ど
に
で
き
た
小
料
理
屋
︒
主
に
外
国
人
や
外
国
船
の
船
乗
り
を
相
手
に
し
た
︒

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
の
う
ち
漢
字
に
つ
い
て
は
そ
の
読
み
を
︑
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

19

22

ａ

タ
イ
レ
ツ

①
テ
イ
サ
イ
が
整
う

②
ホ
ウ
タ
イ
を
巻
く

③
音
楽
タ
イ

④
タ
イ
ド
が
悪
い

19

ｂ

フ
ユ
カ
イ

①
ヒ
ユ
的

②
セ
ツ
ユ
す
る

③
チ
ユ
力

④
ユ
エ
ツ

20

ｃ

ボ
ウ
ジ
�
ク

①
ボ
ウ
カ
ン
者

②
針
小
ボ
ウ
ダ
イ

③
ケ
ン
ボ
ウ
術
数

④
ボ
ウ
カ
設
備

21

ｄ

拠
�
て

①
の

②
な
ら

③
よ

④
と
ど
ま

22
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丁
が
使
う
よ
う
な
言
葉
を
覚
え
た
く
な
か
�
た
︒
そ
ん
な
言
葉
を
使
�
て
い
た
ら
︑︽

Ⅱ

︾︒
ど
ん
な
言
葉
を
使
う
か
は
︑
ど
ん
な
人
間
と
し

て
扱
わ
れ
る
か
を
決
定
す
る
︒

北
海
道
か
ら
逃
げ
て
き
た
の
も
︑
あ
の
イ
ギ
リ
ス
人
植
物
学
者
が
︑
私
に
ほ
と
ん
ど
ま
と
も
な
言
葉
を
教
え
よ
う
と
し
な
か
�
た
せ
い
も
あ
る
︒

た
ま
に
知
り
た
い
こ
と
を
聞
こ
う
と
思
�
て
も
︑
お
ま
え
は
そ
ん
な
言
葉
を
覚
え
る
必
要
は
な
い
と
言
い
︑
ど
こ
で
覚
え
た
の
か
私
も
首
を
ひ
ね

る
よ
う
な
チ
�
ブ
屋
言
葉
で
話
そ
う
と
す
る
︒
あ
る
い
は
︑
人
称
変
化
を
無
視
し
て
動
詞
を
使
�
た
り
︑
わ
ざ
わ
ざ
前
置
詞
を
抜
い
て
し
�
べ
�

︵
注
︶

た
り
す
る
の
だ
�
た
︒
そ
の
点
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
い
つ
で
も
正
当
な
英
語
を
使
�
た
︒
私
が
相
手
で
も
︑
頼
み
ご
と
を
す
る
と
き
にw

ould

やcould

を
使
�
た
︒

若
か
�
た
私
は
︑
Ｉ
・
Ｂ
が
怒
ら
な
い
か
ら
と
図
に
乗
�
て
︑
横
浜
の
西
洋
人
た
ち
が
ど
ん
な
に
ボ
ウ
ジ
�
ク
無
人
に
振
る
舞
う
か
を
得
意
げ

ｃ

に
話
し
て
聞
か
せ
た
こ
と
も
あ
る
︒
Ｉ
・
Ｂ
は
け
�
し
て
お
も
し
ろ
そ
う
な
表
情
は
見
せ
な
か
�
た
が
︑
そ
れ
で
も
私
に
話
を
や
め
ろ
と
は
い
わ

な
か
�
た
︒

道
中
︑
茶
屋
に
入
�
て
一
休
み
し
よ
う
と
す
る
と
︑
そ
こ
に
い
た
娘
た
ち
が
一
目
散
に
逃
げ
出
し
た
こ
と
が
あ
�
た
︒
実
際
︑
一
度
や
二
度
で

は
な
か
�
た
の
で
︑
私
は
連
中
が
異
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
︑
し
か
し
異
人
が
ど
ん
な
に
不
作
法
で
女
に
酷
い
真
似
を
す
る
か
は
田
舎
に
も

ひ
ど

聞
こ
え
て
い
て
︑
異
人
と
見
る
と
怖
く
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
の
だ
と
説
明
し
た
︒
Ｉ
・
Ｂ
は
笠
を
外
し
て
休
み
︑
出
さ
れ
た
茶
を
飲
み
な
が
ら

黙
�
て
話
を
聞
い
て
い
た
︒

そ
れ
は
誇
張
で
も
な
い
︑
事
実
あ
り
の
ま
ま
の
話
だ
�
た
が
︑
話
し
て
か
ら
私
は
何
か
︑
自
分
が
阿
呆
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
︒
何
を
得
意

(２)
に
な
�
て
︑
こ
の
心
優
し
い
女
性
に
︑
彼
女
の
同
胞
の
悪
口
を
言
い
立
て
た
の
か
と
︒
憂
い
が
ち
に
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
す
る
Ｉ
・
Ｂ
に
な

ん
と
か
笑
顔
に
戻
�
て
欲
し
く
て
︑
あ
な
た
は
違
い
ま
す
︑
あ
な
た
は
︑
と

言
い
訳
の
よ
う
に
言
う
唇
に
も
な
ぜ
か
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
吹
く

（3）

よ
う
な
心
持
ち
が
し
て
︑
私
も
Ｉ
・
Ｂ
の
隣
で
無
口
に
な
る
︒
そ
し
て
ほ
ん
と
う
に
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
︑
誰
と
も
ひ
ど
く
違
�
て
い
た
︒

あ
れ
か
ら
三
十
年
た
�
た
今
で
も
︑
私
は
は
�
き
り
と
そ
の
光
景
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
︒

あ
ん
な
に
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
た
異
人
を
︑
あ
の
前
も
そ
れ
以
後
も
見
た
こ
と
は
な
い
︒

一
人
で
も
だ
い
じ
�
う
ぶ
だ
か
ら
と
請
け
負
う
Ｉ
・
Ｂ
を
日
光
の
宿
に
残
し
て
︑
私
は
先
回
り
し
て
次
の
逗
留
地
の
様
子
を
確
か
め
に
行
�
た

と
う
り
�
う

の
だ
が
︑
帰
�
て
来
る
と
陽
だ
ま
り
の
縁
側
に
腰
掛
け
て
い
る
彼
女
が
い
て
︑
な
ん
と
車
引
き
が
花
を
摘
ん
で
き
て
Ｉ
・
Ｂ
に
手
渡
し
て
い
る
の

- 12 -

問
五

空
欄
︽

Ⅰ

︾︽

Ⅱ

︾
に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

30

31

Ⅰ

①
満
足
感

②
不
思
議
さ

③
違
和
感

④
快
適
さ

30

Ⅱ

①
一
人
前
の
通
訳
に
は
な
れ
な
い
か
ら
だ

31

②
女
性
に
は
毛
嫌
い
さ
れ
る
に
違
い
な
か
�
た

③
い
つ
ま
で
も
相
手
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
だ
け
だ
か
ら
だ

④
十
分
な
給
金
が
も
ら
え
る
は
ず
が
な
か
�
た
か
ら
だ

問
六

波
線
部

﹁
そ
れ
﹂
が
指
し
示
す
内
容
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

(2)

32

①
横
浜
の
西
洋
人
た
ち
が
ボ
ウ
ジ
�
ク
無
人
に
振
る
舞
う
こ
と
︒

②
茶
屋
に
入
�
て
一
休
み
し
よ
う
と
す
る
と
︑
そ
こ
に
い
た
娘
た
ち
が
一
目
散
に
逃
げ
出
し
た
こ
と
︒

③
異
人
が
女
性
に
酷
い
こ
と
を
す
る
と
聞
い
て
い
て
︑
娘
た
ち
は
異
人
を
み
る
と
恐
く
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
︒

④
西
洋
人
に
と
�
て
耳
の
痛
い
話
を
Ｉ
・
Ｂ
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
黙
�
て
聞
い
て
い
た
こ
と
︒

問
七

波
線
部

﹁
言
い
訳
の
よ
う
に
言
う
唇
に
も
な
ぜ
か
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
吹
く
よ
う
な
心
持
ち
が
し
て
︑
私
も
Ｉ
・
Ｂ
の
隣
で
無
口
に

(3)

な
る
﹂
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か
︑
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

33

①
Ｉ
・
Ｂ
の
気
を
引
き
た
く
て
︑
逆
に
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
言
�
て
し
ま
�
て
後
悔
し
て
い
る
か
ら
︒

②
Ｉ
・
Ｂ
に
日
本
人
の
西
洋
人
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
た
い
あ
ま
り
︑
事
実
と
違
う
こ
と
を
言
�
て
し
ま
�
た
か
ら
︒

③
西
洋
人
の
悪
口
を
聞
い
て
予
想
以
上
に
沈
み
込
ん
だ
Ｉ
・
Ｂ
を
見
て
︑
や
り
過
ぎ
た
と
感
じ
た
か
ら
︒

④
Ｉ
・
Ｂ
の
優
位
に
立
と
う
と
得
意
げ
に
な
�
て
思
�
て
も
な
い
こ
と
を
言
�
て
し
ま
�
た
か
ら
︒

- 11 -

問
二

空
欄

�

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
句
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒

A

E

解
答
番
号
は

�

︒

23

27

Ａ

①
か
た
や

②
し
か
も

③
あ
え
て

④
し
か
し

23

Ｂ

①
よ
う
す
る
に

②
そ
し
て

③
け
れ
ど
も

④
と
も
か
く

24

Ｃ

①
目
を
点
に
し
て

②
目
を
三
角
に
し
て

③
目
を
皿
に
し
て

④
目
を
細
め
て

25

Ｄ

①
し
ぶ
し
ぶ

②
は
や
ば
や

③
な
く
な
く

④
か
る
が
る

26

Ｅ

①
だ
か
ら
こ
そ

②
そ
の
う
え

③
そ
れ
で
も

④
か
え
�
て

27

問
三

波
線
部

﹁
Ｉ
・
Ｂ
の
西
洋
頭
と
︑
こ
ち
ら
の
大
和
魂
の
真
剣
勝
負
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
︑
青
年
ら
し
い
気
負
�
た
心
持
ち
﹂
は
こ
の

(1)

旅
の
途
中
か
ら
変
化
し
て
い
く
︒
そ
の
理
由
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

28

①
真
剣
勝
負
で
何
度
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
︑﹁
私
﹂
の
リ
�
ド
で
旅
が
で
き
る
よ
う
に
な
�
た
か
ら
︒

②
﹁
私
﹂
が
い
な
い
と
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
満
足
に
旅
は
で
き
な
い
と
い
う
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
︒

③
Ｉ
・
Ｂ
が
誰
に
対
し
て
も
心
優
し
く
︑
謙
虚
に
日
本
の
文
化
や
風
土
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
︒

④
通
訳
と
し
て
の
力
を
伸
ば
し
た
い
と
考
え
る
﹁
私
﹂
に
対
し
て
正
当
な
英
語
を
使
い
︑
教
え
て
く
れ
た
か
ら
︒

問
四

空
欄

ア

・

イ

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

解
答
番
号
は

︒

29

①

ア

一
勝
一
敗

イ

一
勝
二
敗

②

ア

一
勝
〇
敗

イ

二
勝
一
敗

③

ア

二
勝
一
敗

イ

二
勝
二
敗

④

ア

一
勝
一
敗

イ

二
勝
一
敗

- 10 - - 9 -

- 12 - - 11 -
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問
五

空
欄

ア

�

エ

に
入
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒

解
答
番
号
は

︒

16

①

ア

嫌
悪
感

イ

親
近
感

ウ

よ
そ
者
意
識

エ

敵
対
意
識

②

ア

嫌
悪
感

イ

敵
対
意
識

ウ

親
近
感

エ

よ
そ
者
意
識

③

ア

敵
対
意
識

イ

嫌
悪
感

ウ

親
近
感

エ

よ
そ
者
意
識

④

ア

親
近
感

イ

敵
対
意
識

ウ

嫌
悪
感

エ

よ
そ
者
意
識

問
六

波
線
部

﹁
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
支
配
下
に
あ
�
た
イ
ラ
ク
と
︑
そ
れ
を
攻
撃
し
た
ア
メ
リ
カ
を
考
え
て
み
よ
う
﹂
と
あ
る
が
︑
筆
者

(2)

は
イ
ラ
ク
と
ア
メ
リ
カ
の
﹁
文
化
的
﹂
程
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
︒
本
文
の
内
容
と
合
致
し
な
い
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢

か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

17

①
イ
ン
フ
ラ
・
生
活
水
準
・
治
安
等
で
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
よ
り
文
化
的
で
あ
る
︒

②
イ
ス
ラ
ム
教
を
厳
格
に
信
仰
し
︑
そ
の
結
果
排
他
的
な
思
考
を
す
る
と
い
う
点
で
イ
ラ
ク
の
方
が
文
化
的
で
あ
る
︒

③
近
代
的
な
組
織
形
態
へ
の
帰
属
意
識
の
高
さ
か
ら
︑
ア
メ
リ
カ
の
方
が
文
化
的
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
︒

④
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ラ
ク
ほ
ど
価
値
観
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
そ
れ
は
多
様
化
が
進
ん
だ
結
果
で
あ
り
︑
よ
り
文
化
的
で
あ
る
︒

問
七

空
欄
︽

Ⅰ

︾
に
入
る
語
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

18

①
文
化
の
異
質
化

②
価
値
の
崩
壊

③
文
化
の
崩
壊

④
価
値
の
形
式
化

- 5 -

問
三

傍
線
部

�

の
語
の
︑
文
中
で
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒

（ア）

（オ）

解
答
番
号
は

�

︒

10

14

﹁
萌
芽
﹂

①
小
さ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と

②
も
の
ご
と
の
始
ま
り
の
こ
と

10

（ア）

③
将
来
の
姿
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

④
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と

﹁
斉
一
﹂

①
全
体
が
ま
と
ま
�
て
い
る
こ
と

②
し
�
か
り
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

11

（イ）

③
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
�
て
い
る
こ
と

④
一
つ
に
そ
ろ
�
て
い
る
こ
と

﹁
可
塑
性
﹂

①
変
形
し
や
す
い
性
質

②
環
境
に
順
応
す
る
性
質

12

（ウ）

③
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
性
質

④
自
由
自
在
に
対
応
す
る
力

﹁
駆
逐
﹂

①
迫
害
す
る
こ
と

②
根
絶
や
し
に
す
る
こ
と

13

（エ）

③
追
い
払
う
こ
と

④
攻
撃
す
る
こ
と

﹁
信
奉
﹂

①
少
し
の
疑
い
も
な
く
信
じ
る
こ
と

②
教
え
や
主
義
な
ど
を
信
じ
て
尊
ぶ
こ
と

14

（オ）

③
守
り
継
承
す
る
こ
と

④
敬
い
︑
礼
を
尽
く
す
こ
と

問
四

波
線
部

﹁
私
は
︑
こ
れ
を
た
だ
ち
に
人
間
の
文
化
と
対
等
と
み
な
す
つ
も
り
は
な
い
﹂
と
あ
る
が
︑
そ
れ
は
な
ぜ
か
︒
そ
の
理
由
と
し

(1)

て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

15

①
同
じ
集
団
の
同
じ
行
動
が
連
帯
感
や
共
感
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
か
ら
︒

②
同
様
の
行
動
が
集
団
の
中
で
広
ま
�
た
り
︑
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
か
ら
︒

③
幸
島
に
住
む
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
た
ま
た
ま
海
辺
で
発
見
し
た
︑
イ
モ
の
食
べ
方
に
す
ぎ
な
い
か
ら
︒

④
進
化
途
上
の
様
々
な
工
夫
の
上
で
学
習
能
力
に
よ
�
て
つ
け
た
方
法
で
は
な
い
か
ら
︒

- 8 -

ら
裂
け
始
め
︑
布
が
た
わ
ん
で
ず
り
ず
り
と
体
が
下
が
�
て
い
き
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
棒
の
上
に
寝
転
が
�
て
一
睡
ど
こ
ろ
か
微
動
だ
に
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
�
た
ら
し
い
︒

憮
然
と
し
て
背
を
さ
す
り
な
が
ら
マ
イ
・
ベ
�
ド
を
補
強
せ
よ
と
命
ず
る
Ｉ
・
Ｂ
の
表
情
を
見
て
い
る
と
︑
私
は
可
笑
し
く
て
尻
を
つ
ね
ら
な

ぶ
ぜ
ん

け
れ
ば
そ
の
場
を
笑
わ
ず
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
�
た
が
︑
頭
の
中
の
勝
負
帳
に

ア

と
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
を
︑

心
か
ら
う
れ
し
く
思
�
た
︒

粕
壁
を
過
ぎ
る
と
︑
車
夫
の
一
人
が
腹
を
こ
わ
し
て
︑
代
わ
り
の
者
を
手
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
�
た
の
で
時
間
を
く
�
た
︒
私
が
迅
速

か
す
か
べ

に
指
示
を
出
し
て
い
る
と
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
い
き
な
り
︑
若
者
が
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
︑
お
ま
え
に
は
同
情
心
が
な
い
の
か
︑
と
噛
み
つ
い

て
き
た
︒
悪
い
が
腹
を
下
し
て
仕
事
が
で
き
な
い
車
夫
に
ま
で
同
情
し
て
い
る
暇
は
な
い
︑
日
本
帝
国
三
千
四
百
万
の
日
本
人
の
う
ち
︑
毎
日
一

万
か
二
万
腹
下
し
に
悩
ん
で
い
た
と
し
て
も
︑
知
�
た
こ
と
か
と
言
�
て
み
る
と
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
闇
夜
の
梟
の
よ
う
に
目
を
真
ん
丸
く
し
て
黙
�

ふ
く
ろ
う

た
︒

イ

で
あ
�
た
︒

女
の
異
人
が
珍
し
い
の
で
︑
ど
こ
へ
行
�
て
も
人
が
押
し
寄
せ
て
き
た
︒
無
用
心
だ
か
ら
サ
イ
フ
を
預
か
り
た
い
と
言
�
た
ら
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
ま

た
唇
を
ひ
ん
曲
げ
︑

私
を
睨
み
つ
け
た
が
︑
私
を
離
れ
て
旅
な
ど
で
き
ぬ
と
諦
め
て
い
る
の
か
︑

同
意
し
て
金
を
寄
こ
し
た
︒

C

D

こ
の
よ
う
に
し
て
︑
一
歩
一
歩
勝
ち
を
進
め
る
う
ち
に
︑
私
は
ど
ん
ど
ん
こ
の
旅
に
︽

Ⅰ

︾
を
見
出
し
て
き
た
︒
何
に
せ
よ
︑
Ｉ
・
Ｂ
が

ハ
リ
�
ズ
と
違
�
て
ち
�
と
も
威
張
ら
な
い
の
が
ユ
カ
イ
で
あ
�
た
︒

そ
れ
ど
こ
ろ
か
Ｉ
・
Ｂ
は
た
び
た
び
私
に
︑
こ
う
い
う
と
き
日
本
人
は
ど
う
す
る
の
か
と
︑
真
剣
な
表
情
で
た
ず
ね
る
︒
あ
い
さ
つ
や
︑
礼
を

言
い
た
い
と
き
の
言
葉
や
︑
い
た
わ
り
の
言
葉
と
と
も
に
別
れ
る
方
法
を
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
知
り
た
が
�
た
︒
あ
り
が
と
う
と
か
お
達
者
で
と
か
︑
お

だ
い
じ
に
な
さ
る
が
よ
ろ
し
い
な
ど
︑
い
く
つ
か
の
言
葉
を
紹
介
す
る
と
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
う
れ
し
そ
う
に
そ
れ
を
使
�
た
︒
お
辞
儀
を
す
る
と
き
の

角
度
ま
で
︑
私
に
腰
を
折
ら
せ
て
お
い
て
︑
自
分
は
片
目
を
つ
む
り
︑
親
指
と
人
差
し
指
を
奇
妙
に
動
か
し
て
そ
れ
を
計
り
︑
手
帳
に
書
き
つ
け

て
い
た
よ
う
で
あ
�
た
︒

異
人
に
し
て
は
大
き
く
な
い
体
で
︑
ち
�
こ
ま
か
と
よ
く
歩
き
︑
日
光
で
は
会
う
人
ご
と
に
﹁
ニ
�
コ
�
︑
ケ
�
コ
�
﹂
と
言
�
て
笑
わ
せ
る

の
で
︑
誰
に
で
も
だ
い
じ
に
さ
れ
た
︒

食
事
が
終
わ
る
と
私
は
︑
Ｉ
・
Ｂ
の
部
屋
に
行
�
て
︑
そ
の
日
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
か
�
た
言
葉
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
�
た
︒
私
は
車
夫
馬

- 7 -

第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
七
︶
に
答
え
よ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

19

33

︵
こ
こ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
︶

明
治
維
新
後
ま
も
な
く
︑
通
訳
の
﹁
私
﹂
は
植
物
学
者
ハ
リ
�
ズ
と
の
北
関
東
へ
の
植
物
採
集
旅
行
に
嫌
気
が
差
し
て
横
浜
に
逃
げ
帰

�
て
い
た
︒
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
︑
友
達
の
紹
介
で
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
家
Ｉ
・
Ｂ
の
東
北
へ
の
研
究
旅
行
に
同
行
す
る
こ
と
と
な
る
︒

私
は
異
人
に
牛
馬
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
つ
も
り
は
な
か
�
た
し
︑
や
た
ら
と
怒
鳴
り
散
ら
さ
れ
る
の
も
嫌
い
だ
�
た
︒
食
べ
物
に
関
し
て
文
句

を
言
わ
れ
る
の
も
嫌
だ
�
た
︒
味
噌
で
煮
込
ん
だ
牛
な
ど
は
た
し
か
に
旨
い
も
の
で
は
あ
る
が
︑
獣
の
肉
だ
け
が
上
等
な
食
べ
物
だ
と
思
�
て
い

る
西
洋
婦
人
が
︑
例
の
﹁
本
国
帰
還
は
い
つ
で
ご
ざ
い
ま
し
�
う
﹂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
血
の
し
た
た
る
ビ
�
フ
を
旨
そ
う
に
食
�
て
い
る
姿
な

ど
は
︑
私
の
頭
に
﹁
野
蛮
﹂
と
い
う
単
語
を
響
か
せ
る
に
じ
�
う
ぶ
ん
で
あ
�
た
︒

西
洋
婦
人
は
結
婚
し
て
も
歯
を
黒
く
染
め
な
い
の
で
︑

A

ビ
フ
テ
キ
の
血
が
白
い
歯
を
赤
く
光
ら
せ
︑
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
い
形
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
︒

そ
こ
へ
い
く
と
Ｉ
・
Ｂ
は
︑
た
い
て
い
の
こ
と
を
日
本
式
で
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
�
て
い
た
の
で
︑
ぜ
ひ
と
も
そ
う
し
て

も
ら
い
た
い
と
私
は
思
�
た
︒
西
洋
式
の
コ
�
ク
を
抱
え
て
︑
タ
イ
レ
ツ
を
組
ん
で
奥
地
を
旅
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
︒
だ
か
ら
と
い
�
て
︑

ａ

私
に
や
た
ら
と
獣
の
肉
を
狩
猟
し
て
供
せ
よ
と
迫
�
た
あ
の
ハ
リ
�
ズ
の
よ
う
な
者
も
困
る
の
で
あ
る
︒

Ｉ
・
Ｂ
の
西
洋
頭
と
︑
こ
ち
ら
の
大
和
魂
の
真
剣
勝
負
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
︑
青
年
ら
し
い
気
負
�
た
心
持
ち
で
私
は
か
の
東
北

B

(１)

行
に
臨
ん
だ
の
で
あ
�
た
︒

我
々
は
よ
く
晴
れ
た
六
月
の
日
に
︑
横
浜
を
出
発
し
た
︒
も
う
少
し
日
延
べ
す
れ
ば
雨
季
も
去
る
の
だ
が
︑
Ｉ
・
Ｂ
の
短
い
滞
在
を
考
え
れ
ば

い
た
し
か
た
な
い
︒
し
か
し
︑
出
発
の
日
に
︑
我
々
は
最
初
の
対
立
点
を
見
出
し
た
︒
Ｉ
・
Ｂ
が
ど
う
し
て
も
蒲
団
で
寝
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

言
い
張
�
た
の
で
あ
る
︒
Ｉ
・
Ｂ
が
自
分
で
そ
の
荷
を
持
つ
と
い
う
の
で
私
も
折
れ
た
が
︑
の
�
け
か
ら
一
敗
を
喫
し
て
︑
若
か
�
た
私
は
フ
ユ

ｂ

カ
イ
で
あ
�
た
︒

背
丈
よ
り
少
し
長
い
く
ら
い
の
麻
布
の
両
端
を
︑
二
尺
五
寸
ほ
ど
の
二
枚
の
板
に
釘
付
け
し
た
そ
の
お
か
し
な
も
の
を
︑
Ｉ
・
Ｂ
は
マ
イ
・
ベ

�
ド
と
呼
ん
で
い
た
︒
板
に
布
を
巻
き
つ
け
て
持
�
て
歩
き
︑
寝
る
時
に
は
布
を
広
げ
て
︑
板
と
板
に
つ
�
か
い
を
す
る
よ
う
に
棒
を
通
し
て
床

に
置
く
の
だ
︒
人
は
そ
の
布
の
上
に
寝
る
の
だ
と
い
う
︒
し
か
し
︑
出
発
す
る
と
間
も
な
く
︑
体
の
重
み
で
板
に
打
ち
つ
け
た
布
が
釘
の
周
り
か

- 6 - - 5 -
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反
対
に
自
分
が
し
な
い
こ
と
を
す
る
の
を
目
撃
す
る
と
︑

イ

を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
︒
例
え
ば
︑
食
事
に
際
し
日
本
人
は
箸
を
用
い
る
︒

は
し

そ
れ
が
︑
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
や
�
て
来
た
人
を
食
事
に
招
き
︑
突
然
手
で
食
べ
だ
す
の
を
目
に
し
た
ら
︑

ウ

を
持
つ
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒
し
か
も
た
と
え
︑
向
こ
う
で
は
そ
う
い
う
習
慣
な
の
だ
と
教
わ
�
て
も
︑
そ
の
思
い
を
打
ち
消
す
の
は
︑
な
か
な
か
た
い
へ
ん
で

あ
る
︒

人
間
の
食
物
の
味
わ
い
方
は
多
様
で
あ
る
︒
舌
で
賞
味
す
る
の
に
加
え
︑
日
本
人
は
見
た
目
を
大
切
に
す
る
︒

イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ

C

ア
の
人
は
︑
口
に
入
れ
る
前
に
指
で
触
感
を
楽
し
む
よ
う
だ
︒
そ
の
変
異
は
︑
明
ら
か
に
幸
島
の
サ
ル
の
イ
モ
洗
い
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
と
ら

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
た
だ
し
人
間
で
は
︑
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
同
じ
行
為
を
す
る
こ
と
で
仲
間
意
識
を
育
み
︑
違
う
行
為
を
す
る
者
に

エ

を
向
け
る
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
︒

サ
ル
は
生
物
の
一
員
と
し
て
進
化
を
遂
げ
る
中
で
︑多
様
な
環
境
へ
適
応
す
る
た
め
︑そ
れ
ま
で
に
な
か
�
た
行
動
の

可
塑
性
を
手
に
入
れ
た
︒

か
そ

(ウ)

学
習
能
力
で
あ
る
︒

学
習
能
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
︑
イ
モ
洗
い
も
石
器
使
用
も
﹁
発
明
﹂
し
︑
後
世
に
﹁
伝
え
る
﹂
こ
と
が
で
き
る
の
だ
︒
そ
れ
を
踏
ま
え
て
人
類

は
︑
同
じ
行
動
パ
タ
�
ン
を
す
る
者
に
連
帯
感
を
抱
き
︑
か
つ
違
う
行
動
パ
タ
�
ン
を
や
�
て
み
せ
る
者
に
は
︑
敵
対
感
情
を
抱
く
よ
う
に
︑
心

が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
価
値
が
付
与
さ
れ
た
の
だ
︒
こ
こ
が
サ
ル
の
文
化
も
ど
き
の
行
動
と
︑
人
間
の
文
化
の
決
定
的
な
相
違
だ
ろ
う
︒
住
む
者
の
環
境
ご

と
に
立
居
振
舞
に
違
い
が
あ
り
︑
そ
の
同
一
感
や
違
和
感
が
好
悪
の
感
情
と
結
び
つ
い
た
と
き
に
︑
文
化
は
誕
生
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
︒

そ
の
結
果
︑
メ
ン
バ
�
が
よ
り
多
く
の
側
面
に
つ
い
て
︑
よ
り
可
塑
的
に
共
通
し
た
行
動
を
と
る
コ
ミ
�
ニ
テ
�
�
は
︑
そ
の
分
︑
他
の
コ
ミ

�
ニ
テ
�
�
よ
り
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
︵
凝
集
性
︶
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
�
た
︒
む
ろ
ん
︑
ま
と
ま
り
の
よ
い
集
団
は
機
能
的
に

す
ぐ
れ
て
い
る
︒
ど
ん
ど
ん
繁
栄
し
て
い
�
た
に
違
い
な
い
︒

︑
そ
の
文
化
は
隆
盛
を
き
わ
め
る
こ
と
と
な
る
︒

D

し
か
も
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
︑
常
に
他
者
を
集
団
外
へ
排
斥
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
︒
他
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
�
の
メ
ン

バ
�
は
︑
ど
ん
ど
ん

駆
逐
さ
れ
て
い
�
た
︒
そ
し
て
や
が
て
︑
文
化
は
身
体
的
な
次
元
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
︑
純
粋
に
観
念
的
な
次
元
に
ま

(エ)

で
及
ぶ
よ
う
に
な
�
て
い
�
た
︒
む
ろ
ん
︑
そ
の
背
後
に
は
言
語
能
力
の
発
達
が
あ
る
︒

こ
と
ば
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
中
で
︑﹁
人
は
�
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
︑
メ
ン
バ
�
内
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
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第
一
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
七
︶
に
答
え
よ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

18

生
物
の
世
界
で
﹁
文
化
﹂
と
い
う
と
︑
す
ぐ
引
用
さ
れ
る
の
が
宮
崎
県
串
間
市
の
幸
島
と
い
う
と
こ
ろ
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
行
動
で
あ

く
し
ま

こ
う
じ
ま

る
︒
人
間
か
ら
エ
サ
と
し
て
与
え
ら
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
︑
浜
辺
で
海
水
に
浸
し
て
食
べ
る
︑
と
い
う
の
で
あ
る
︒

あ
る
と
き
︑
一
頭
の
メ
ス
の
コ
ド
モ
が
︑
塩
味
を
そ
え
る
こ
と
を
学
習
し
た
︒
た
ま
た
ま
海
辺
で
︑
手
に
し
て
い
た
イ
モ
を
海
中
に
落
と
し
た

の
だ
ろ
う
︒
拾
�
て
口
に
入
れ
る
と
意
外
に
よ
い
味
が
し
た
︒
そ
れ
以
来
︑

湿
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
︒

A

す
る
と
同
様
の
行
動
が
集
団
の
他
の
サ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
�
た
︑
と
い
う
︒
そ
し
て
︑
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
い
く
︒
む
ろ
ん
︑
他
の

ａ

地
域
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
︒
だ
か
ら
︑
幸
島
の
サ
ル
に
は
文
化
が
あ
る
と
た
い
へ
ん
話
題
と
な
�
た
︒
高
校
の
生
物

の
教
科
書
に
す
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

私
は
︑
こ
れ
を
た
だ
ち
に
人
間
の
文
化
と
対
等
と
み
な
す
つ
も
り
は
な
い
︒
た
だ
︑
萌
芽
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
事
実
だ

ほ
う
が

(１)

(ア)

ろ
う
︒
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
︑
個
々
の
サ
ル
が
生
後
に
環
境
の
中
で
学
習
し
た
行
動
が
︑
集
団
単
位
で
時
間
を
超
え
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
︒
文
化
と
は
︑
外
縁
の
明
確
な
集
ま
り
の
中
で
︑
メ
ン
バ
�
に
よ
�
て

斉
一
的
に
共
有
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
そ
し
て
世

(イ)

代
か
ら
世
代
へ
伝
え
ら
れ
て
い
く
︒

た
だ
し
︑
イ
モ
洗
い
は
所
詮
イ
モ
洗
い
で
あ
る
︒
幸
島
の
発
見
以
降
も
︑
ル
イ
ジ
の
報
告
は
霊
長
類
で
は
少
な
く
な
い
︒
チ
ン
パ
ン
ジ
�
で
は
︑

ｂ

あ
る
地
域
で
の
み
︑
石
を
用
い
て
木
の
実
を
割
る
行
動
が
見
ら
れ
る
と
い
う
︒

し
か
し
人
間
の
文
化
と

の
は
︑
サ
ル
の
場
合
︑
た
か
だ
か
個
々
の
生
物
の
嗜
好
に
と
ど
ま
�
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
ろ
う
︒
な
る
ほ

し
こ
う

B

ど
︑
幸
島
の
サ
ル
は
み
ん
な
イ
モ
洗
い
を
す
る
か
ら
︑
他
の
集
団
と
違
�
て
塩
味
の
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
︒
石
で
堅
い
木
の
実
を
割
れ

る
チ
ン
パ
ン
ジ
�
は
︑
他
の
集
団
が
味
わ
え
な
い
食
物
を
エ
ン
ジ
�
イ
で
き
よ
う
︒
け
れ
ど
も
︑
地
域
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
編
み
出
し
は
し
て
も
︑

恩
恵
を
被
る
の
は
個
々
に
そ
れ
を
行
う
サ
ル
で
あ
る
︒

ｃ

他
方
︑
人
間
の
文
化
は
︑
個
々
人
が
文
化
的
な
要
素
を
は
ら
ん
だ
同
一
の
行
動
を
実
行
す
る
と
き
︑
そ
こ
で
連
帯
の
意
識
を
持
つ
点
で
サ
ル
と

異
な
る
の
だ
︒
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
︑
自
分
が
イ
モ
洗
い
を
し
つ
つ
︑
仲
間
が
同
じ
こ
と
を
行
�
て
い
る
の
を
目
に
し
て
も
︑

ア

は
抱
か
な
い
だ

ろ
う
︒
と
こ
ろ
が
人
間
な
ら
ば
︑
無
自
覚
の
う
ち
に
相
手
に
共
感
を
抱
く
に
違
い
な
い
の
だ
︒

- 4 -

な
る
ほ
ど
︑
テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
に
よ
�
て
生
活
は
快
適
に
な
�
た
︒
し
か
し
そ
れ
は
︑
生
活
が
よ
り
﹁
文
化
的
﹂
に
な
る
こ
と
と
一
致
し
な
い
の

だ
︒
そ
れ
ど
こ
ろ
か
反
対
に
︑
生
活
を
よ
り
﹁
非
文
化
的
﹂
に
す
る
こ
と
も
あ
る
︒
ハ
イ
テ
ク
の
進
歩
に
よ
り
︑
従
来
で
は
想
定
で
き
な
か
�
た

量
の
情
報
を
キ
�
ウ
ジ
�
す
る
よ
う
に
な
�
た
︒
そ
れ
は
︑
人
々
の
価
値
の
多
様
化
を
も
た
ら
す
︒
価
値
の
多
様
化
と
い
う
と
聞
こ
え
は
よ
い
が
︑

ｄ

そ
れ
は
時
と
し
て
価
値
の
喪
失
と
同
義
に
な
り
か
ね
な
い
︒

︵
出
典
︶
正
高
信
男
﹃
考
え
な
い
ヒ
ト
﹄
中
公
新
書

二
〇
〇
五
年
︑
一
一
六
�
一
二
二
頁

一
部
改
変

︵
注
︶
日
本
国
憲
法
第
二
五
条

第
１
項

す
べ
て
国
民
は
︑
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
︒

第
２
項

国
は
︑
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
︑
社
会
福
祉
︑
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
の
う
ち
漢
字
に
つ
い
て
は
そ
の
読
み
を
︑
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

4

ａ

伝
播

①
で
ん
ぱ
ん

②
で
ん
ぱ

③
で
ん
ば
ん

④
で
ん
し
�
う

1

ｂ

ル
イ
ジ

①
方
向
シ
ジ

②
ジ
ジ
英
語

③
ジ
世
代

④
ギ
ジ
体
験

2

ｃ

被
る

①
う
け

②
あ
び

③
こ
う
む

④
か
む

3

ｄ

キ
�
ウ
ジ
�

①
キ
�
ウ
ネ
ン
八
十
歳

②
キ
�
ウ
ガ
新
年

③
フ
キ
�
ウ
活
動

④
情
報
テ
イ
キ
�
ウ

4

問
二

空
欄

�

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

A

E

5

9

Ａ

①
さ
ら
に

②
あ
え
て

③
や
は
り

④
む
し
ろ

5

Ｂ

①
一
線
を
画
す

②
桁
が
ち
が
う

③
肩
を
並
べ
る

④
似
て
非
な
る

6

Ｃ

①
と
り
わ
け

②
も
ち
ろ
ん

③
そ
も
そ
も

④
か
た
や

7

Ｄ

①
と
に
か
く

②
か
え
�
て

③
お
の
ず
と

④
た
と
え
ば

8

Ｅ

①
あ
た
か
も

②
お
そ
ら
く

③
ま
さ
し
く

④
か
つ

9
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に
な
�
た
︒﹁
食
事
を
す
る
際
に
は
︑
箸
を
使
う
べ
き
で
あ
る
﹂
と
い
�
た
身
体
の
技
法
に
始
ま
り
︑
規
範
に
あ
た
る
も
の
は
次
第
に
複
雑
化
す
る
︒

単
に
好
き
嫌
い
の
次
元
を
離
れ
︑
倫
理
・
信
仰
・
道
徳
と
い
�
た
も
の
が
形
成
さ
れ
て
く
る
︒
象
徴
的
な
倫
理
を

信
奉
す
る
こ
と
に
よ
�
て
︑
互

(オ)

い
の
結
び
つ
き
を
維
持
す
る
よ
う
な
社
会
が
誕
生
す
る
に
い
た
�
た
の
で
あ
る
︒

文
化
的
な
生
活
と
は
︑
と
も
に
生
活
す
る
者
が
互
い
に
何
か
﹁
尊
い
﹂
と
敬
う
も
の
を
共
有
し
な
が
ら
︑
日
々
を
送
る
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の

だ
ろ
う
︒
必
ず
し
も
ハ
イ
テ
ク
に
囲
ま
れ
て
︑
衣
食
住
満
ち
足
り
て
生
活
す
る
こ
と
と
同
義
と
は
限
ら
な
い
︒

そ
の
一
例
と
し
て
︑
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
支
配
下
に
あ
�
た
イ
ラ
ク
と
︑
そ
れ
を
攻
撃
し
た
ア
メ
リ
カ
を
考
え
て
み
よ
う
︒
日
本
国
憲
法
第

︵
注
︶

(２)

二
五
条
に
明
記
さ
れ
た
ニ
�
ア
ン
ス
に
も
と
づ
く
︑﹁
文
化
的
﹂
の
程
度
を
双
方
で
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
︑
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
方
が
断
然
︑
イ

ラ
ク
よ
り
﹁
文
化
的
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
︒

イ
ン
フ
ラ
・
生
活
水
準
・
治
安
︙
︙
ど
れ
一
つ
と
�
て
み
て
も
︑
ア
メ
リ
カ
国
民
の
そ
れ
が
イ
ラ
ク
国
民
を
し
の
い
で
い
る
︒
け
れ
ど
も
私
が

書
い
て
き
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
の
文
化
を
両
国
で
検
討
し
て
み
た
な
ら
ば
︑
同
じ
こ
と
が
は
た
し
て
い
え
る
だ
ろ
う
か
？

端
的
に
︑
人
々
の
信
仰
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
場
合
︑
イ
ラ
ク
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え
が
圧
倒
的
大
多
数
の
者
の
日
常
の
す
み
ず
み
に

ま
で
浸
透
し
て
い
る
印
象
を
持
つ
︒
か
た
や
ア
メ
リ
カ
は
︑
な
る
ほ
ど
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
は
あ
る
も
の
の
︑
神
の
教
え
へ
の
敬
意
は
︑
か
な
り

薄
ら
い
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

イ
ス
ラ
ム
教
に
さ
ま
ざ
ま
な
厳
格
な
戒
律
が
存
在
す
る
の
は
︑
周
知
の
通
り
で
あ
る
︒
イ
ス
ラ
ム
国
家
と
い
�
て
も
多
様
で
は
あ
る
が
︑
イ
ラ

ク
国
民
は
か
な
り
そ
れ
ら
に
忠
実
に
従
�
て
い
る
と
い
う
︒
そ
し
て
︑
そ
の
分
だ
け
異
教
徒
へ
の
反
撥
も
強
い
︒

信
仰
に
よ
�
て
集
団
内

E

が
凝
集
し
︑
外
部
か
ら
の
流
入
を
排
除
す
る
と
い
う
点
で
は
︑
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
文
化
的
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
︒

む
ろ
ん
宗
教
的
価
値
が
文
化
的
価
値
の
す
べ
て
で
あ
る
わ
け
が
な
い
︒﹁
国
の
た
め
に
︙
︙
﹂﹁
家
族
の
た
め
に
︙
︙
﹂﹁
会
社
の
た
め
に
︙
︙
﹂

﹁
学
校
の
た
め
に
︙
︙
﹂
と
い
う
規
範
意
識
も
︑
同
等
で
あ
る
︒
な
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
国
民
は
宗
教
的
意
識
は
イ
ラ
ク
国
民
ほ
ど
濃
厚
で
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
︑
よ
り
近
代
的
な
組
織
形
態
に
帰
属
し
た
別
の
尺
度
を
持
�
て
い
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
︒

た
だ
率
直
に
み
て
︑﹁
何
が
正
義
で
︑
何
が
尊
い
か
﹂
と
い
う
観
点
で
人
々
の
斉
一
性
の
程
度
を
測
�
て
み
れ
ば
︑
イ
ラ
ク
ほ
ど
に
は
価
値
観
の

一
致
を
み
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
︒
は
�
き
り
言
�
て
︑
個
々
人
で
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
︒
よ
く
言
え
ば
︑
価
値

の
多
様
化
と
な
る
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
︑
そ
れ
は
反
面
︑︽

Ⅰ

︾
と
表
現
で
き
な
く
も
な
い
︒

- 2 - - 1 -

- 4 - - 3 -
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を
許
容
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
︒
堪
忍
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
︒
私
は
︑
犬
を
き
ら
い
な
の
で
あ
る
︒
早
く
か
ら
そ
の
狂
暴
の
猛
獣
性
を
看
破
し
︑
こ
こ

ろ
よ
か
ら
ず
思
�
て
い
る
の
で
あ
る
︒

日
に
一
度
や
二
度
の
残
飯
の
投
与
に
あ
ず
か
ら
ん
が
た
め
に
︑
友
を
売
り
︑
妻
を
離
別
し
︑
お
の

E

れ
の
身
ひ
と
つ
︑
家
の
軒
下
に
横
た
え
︑
忠
義
顔
し
て
︑
か
つ
て
の
友
に
吠
え
︑
兄
弟
︑
父
母
を
も
︑
け
ろ
り
と
忘
却
し
︑
た
だ
ひ
た
す
ら
に
飼
主

の
顔
色
を
伺
い
︑

阿
諛
追
従
て
ん
と
し
て
恥
じ
ず
︑
ぶ
た
れ
て
も
︑
き
�
ん
と
い
い
尻
尾
ま
い
て
閉
口
し
て
み
せ
て
︑
家
人
を
笑
わ
せ
︑
そ
の
精

(

注
４)

あ
ゆ
つ
い
し
�
う

神
の
卑
劣
︑
醜
怪
︑
犬
畜
生
と
は
よ
く
も
い
�
た
︒
日
に
十
里
を
楽
々
と
走
破
し
う
る
健
脚
を
有
し
︑
獅
子
を
も
斃
す
白
光
鋭
利
の
牙
を
持
ち
な
が

ら
︑
懶
惰
無
頼
の
腐
り
は
て
た
い
や
し
い
根
性
を
は
ば
か
ら
ず
発
揮
し
︑
一
片
の

矜
持
な
く
︑
て
も
な
く
人
間
界
に
屈
服
し
︑
隷
属
し
︑
同
族
互

(

注
５)

ら
ん
だ
ぶ
ら
い

き
�
う
じ

(オ)

い
に
敵
視
し
て
︑
顔
つ
き
あ
わ
せ
る
と
吠
え
あ
い
︑
噛
み
あ
い
︑
も
�
て
人
間
の
御
機
嫌
を
と
り
結
ぼ
う
と
努
め
て
い
る
︒
雀
を
見
よ
︒
何
ひ
と
つ

武
器
を
持
た
ぬ
繊
弱
の
小
禽
な
が
ら
︑
自
由
を
確
保
し
︑
人
間
界
と
は
ま
�
た
く
別
個
の
小
社
会
を
営
み
︑
同
類
相
親
し
み
︑
欣
然
日
々
の
貧
し

し
�
う
き
ん

き
ん
ぜ
ん

い
生
活
を
歌
い
楽
し
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
︒
思
え
ば
︑
思
う
ほ
ど
︑
犬
は
不
潔
だ
︒
犬
は
い
や
だ
︒
な
ん
だ
か
自
分
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
あ

る
よ
う
な
気
が
し
て
︑
い
よ
い
よ
︑
い
や
だ
︒
た
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
︒
そ
の
犬
が
︑
私
を
特
に
好
ん
で
︑
尾
を
振
�
て
親
愛
の
情
を
表
明
し
て
く

る
に
及
ん
で
は
︑
狼
狽
と
も
︑
無
念
と
も
︑
な
ん
と
も
︑
い
い
よ
う
が
な
い
︒
あ
ま
り
に
犬
の
猛
獣
性
を
イ
ケ
イ
し
︑
買
い
か
ぶ
り
節
度
も
な
く
媚
笑

ろ
う
ば
い

び
し
�
う

ｄ

を
撒
き
ち
ら
し
て
歩
い
た
ゆ
え
︑
犬
は
︑
か
え
�
て
知
己
を
得
た
も
の
と
誤
解
し
︑
私
を
組
し
や
す
し
と
み
て
と
�
て
︑
こ
の
よ
う
な
情
な
い
結

ま

(２)

果
に
立
ち
い
た
�
た
の
で
あ
ろ
う
が
︑
何
事
に
よ
ら
ず
︑
も
の
に
は
節
度
が
大
切
で
あ
る
︒
私
は
︑
い
ま
だ
に
︑
ど
う
も
︑
節
度
を
知
ら
ぬ
︒

︵
出
典
︶
太
宰
治
﹃
日
本
文
学
全
集

太
宰
治
集
︵﹁
畜
犬
談
﹂︶﹄
集
英
社
１
９
７
２
年
︑
三
〇
一
�
三
〇
五
頁
一
部
改
変

70

︵
注
︶
１
エ
ス

犬
の
名
前
︒

２
ム
ク
犬

毛
が
長
く
ふ
さ
ふ
さ
し
た
犬
︒

３
ウ
ロ
ン

怪
し
く
︑
う
さ
ん
く
さ
い
様
子
︒

４
阿
諛
追
従

機
嫌
を
取
り
︑
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
︒

５
懶
惰
無
頼

な
ま
け
て
い
て
︑
性
行
不
良
な
様
子
︒

国 語
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た
の
で
あ
る
が
︑
こ
ん
な
に
犬
が
う
よ
う
よ
い
て
︑
ど
こ
の
横
丁
に
で
も

跳
梁
し
︑
あ
る
い
は
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
悠
然
と
寝
て
い
る
の
で
は
︑

ち
�
う
り
�
う

(ウ)

と
て
も
用
心
し
き
れ
る
も
の
で
な
か
�
た
︒
私
は
じ
つ
に
苦
心
を
し
た
︒
で
き
る
こ
と
な
ら
︑
す
ね
当
︑
こ
て
当
︑
か
ぶ
と
を
か
ぶ
�
て
街
を
歩
き

あ
て

た
く
思
�
た
の
で
あ
る
︒
け
れ
ど
も
︑
そ
の
よ
う
な
姿
は
︑
い
か
に
も
異
様
で
あ
り
︑
風
紀
上
か
ら
い
�
て
も
︑
け
�
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
だ
か
ら
︑
私
は
別
の
手
段
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
︒
私
は
︑
ま
じ
め
に
︑
真
剣
に
︑
対
策
を
考
え
た
︒
私
は
ま
ず
犬
の
心
理
を
研
究
し
た
︒

人
間
に
つ
い
て
は
︑
私
も
い
さ
さ
か
心
得
が
あ
り
︑
た
ま
に
は
的
確
に
︑
あ
や
ま
た
ず
指
定
で
き
た
こ
と
な
ど
も
あ
�
た
の
で
あ
る
が
︑
犬
の
心
理

は
︑
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
︒
人
の
言
葉
が
︑
犬
と
人
と
の
感
情
交
流
に
ど
れ
だ
け
役
立
つ
も
の
か
︑
そ
れ
が
第
一
の
難
問
で
あ
る
︒
言
葉
が
役
に

立
た
ぬ
と
す
れ
ば
︑
お
互
い
の
素
振
り
︑
表
情
を
読
み
取
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
︒
し
�
ぽ
の
動
き
な
ど
は
︑
重
大
で
あ
る
︒
け
れ
ど
も
︑
こ
の
︑
し

�
ぽ
の
動
き
も
︑
注
意
し
て
見
て
い
る
と
な
か
な
か
に
複
雑
で
︑
容
易
に
読
み
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
︒
私
は
︑
ほ
と
ん
ど
絶
望
し
た
︒
そ
う
し
て
︑

は
な
は
だ
拙
劣
な
︑
無
能
き
わ
ま
る
一
法
を
案
出
し
た
︒
あ
わ
れ
な
窮
余
の
一
策
で
あ
る
︒
私
は
︑
と
に
か
く
︑
犬
に
出
逢
う
と
︑
満
面
に
微
笑

(１)を
湛
え
て
︑
い
さ
さ
か
も
害
心
の
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
し
た
︒
夜
は
︑
そ
の
微
笑
が
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
︑
無
邪
気
に
童
謡
を
口
ず

た
た

さ
み
︑
や
さ
し
い
人
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
努
め
た
︒
こ
れ
ら
は
︑
多
少
︑
効
果
が
あ
�
た
よ
う
な
気
が
す
る
︒
犬
は
私
に
は
︑
い
ま
だ

飛
び
か
か
�
て
こ
な
い
︒
け
れ
ど
も
あ
く
ま
で
油
断
は
禁
物
で
あ
る
︒
犬
の
傍
を
通
る
時
は
︑
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
く
て
も
︑
絶
対
に
走
�
て
は
な
ら

ぬ
︒
に
こ
に
こ
卑
し
い

追
従
笑
い
を
浮
べ
て
︑
無
心
そ
う
に
首
を
振
り
︑
ゆ
�
く
り
︑
ゆ
�
く
り
︑
内
心
︑
背
中
に
毛
虫
が
十
匹
這
�
て
い
る

つ
い
し
�
う

は

(エ)

よ
う
な
窒
息
せ
ん
ば
か
り
の
悪
寒
に
や
ら
れ
な
が
ら
も
︑
ゆ
�
く
り
ゆ
�
く
り
通
る
の
で
あ
る
︒
つ
く
づ
く
自
身
の
卑
屈
が
い
や
に
な
る
︒
泣
き
た

い
ほ
ど
の
自
己
嫌
悪
を
覚
え
る
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
︑
た
ち
ま
ち
噛
み
つ
か
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
︑
私
は
︑
あ
ら
ゆ
る
犬
に
あ
わ

れ
な
挨
拶
を
試
み
る
︒
髪
を
あ
ま
り
に
長
く
伸
ば
し
て
い
る
と
︑
あ
る
い
は
ウ
ロ
ン
の
者
と
し
て
吠
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
︑
あ
れ
ほ
ど
い

︵
注
３
︶

や
だ
�
た
床
屋
へ
も
セ
イ
出
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
︒
ス
テ
�
キ
な
ど
持
�
て
歩
く
と
︑
犬
の
ほ
う
で
威
嚇
の
武
器
と
勘
ち
が
い
し
て
︑
反
抗
心

ｃ

を
起
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
�
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
︑
ス
テ
�
キ
は
永
遠
に
廃
棄
す
る
こ
と
に
し
た
︒
犬
の
心
理
を
計
り
か
ね
て
︑
た
だ
行
き
当
り
ば
�

た
り
︑
む
や
み
や
た
ら
に
御
機
嫌
と
�
て
い
る
う
ち
に
︑
こ
こ
に
意
外
の
現
象
が
現
わ
れ
た
︒
私
は
︑
犬
に
好
か
れ
て
し
ま
�
た
の
で
あ
る
︒
尾
を

振
�
て
︑
ぞ
ろ
ぞ
ろ
後
に
つ
い
て
く
る
︒
私
は
︑

︒
じ
つ
に
皮
肉
で
あ
る
︒
か
ね
が
ね
私
の
︑
こ
こ
ろ
よ
か
ら
ず
思
い
︑
ま
た
最
近
に
い

D

た
�
て
は
憎
悪
の
極
点
に
ま
で
達
し
て
い
る
︑
そ
の
当
の
畜
犬
に
好
か
れ
る
く
ら
い
な
ら
ば
︑
い
�
そ
私
は
駱
駝
に
慕
わ
れ
た
い
ほ
ど
で
あ
る
︒
ど

ら
く
だ

ん
な
悪
女
に
で
も
︑
好
か
れ
て
気
持
の
悪
い
は
ず
は
な
い
︑
と
い
う
の
は
そ
れ
は
浅
薄
の
想
定
で
あ
る
︒
プ
ラ
イ
ド
が
︑
虫
が
︑
ど
う
し
て
も
そ
れ

国 語

国語 - 12

﹁
追
従
笑
い
﹂

①
馬
鹿
に
し
て
笑
う
こ
と

②
薄
ら
笑
い

つ
い
し
�
う

27

（エ）

③
作
り
笑
い

④
こ
び
へ
つ
ら
�
て
笑
う
こ
と

﹁
矜
恃
﹂

①
誇
ら
し
い
過
去
の
業
績

②
血
筋
や
血
統
の
良
さ

き
�
う
じ

28

（オ）

③
自
分
を
信
じ
て
抱
く
誇
り

④
身
に
つ
い
て
い
る
力
量

問
四

空
欄
︽

Ⅰ

︾︽

Ⅱ

︾
に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

29

30

Ⅰ

①
い
か
ば
か
り
か

②
良
き
に
は
か
ら
え

③
さ
も
あ
り
な
ん

④
い
か
ん
と
も
し
が
た
い

29

Ⅱ

①
持
ち
つ
持
た
れ
つ

②
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ

③
行
き
つ
戻
り
つ

④
組
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ

30

問
五

波
線
部

﹁
は
な
は
だ
拙
劣
な
︑
無
能
き
わ
ま
る
一
法
﹂
に
当
た
る
も
の
を
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

(1)

31

①
犬
に
出
会
う
と
︑
昼
は
満
面
に
微
笑
を
浮
か
べ
︑
夜
は
童
謡
を
口
ず
さ
む
︒

②
犬
の
そ
ば
を
通
る
と
き
は
ゆ
�
く
り
ゆ
�
く
り
通
る
︒

③
し
�
ぽ
の
動
き
を
注
意
し
て
見
る
︒

④
い
や
だ
�
た
床
屋
へ
行
く
︒

問
六

波
線
部

﹁
こ
の
よ
う
な
情
な
い
結
果
﹂
と
は
ど
う
い
う
内
容
か
︒﹁
私
﹂
の
ど
の
よ
う
な
行
動
が
原
因
で
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
�
た
の

(2)

か
が
分
か
る
よ
う
に
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
︒
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
の

解

に
記
入
す
る
こ
と
︒

2

問
七

次
に
挙
げ
た
作
品
の
う
ち
︑
太
宰
治
の
も
の
で
は
な
い
も
の
を
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

32

①
﹃
斜
陽
﹄

②
﹃
桜
桃
﹄

③
﹃
金
閣
寺
﹄

④
﹃
人
間
失
格
﹄

国 語

国語 - 11

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
の
う
ち
漢
字
に
つ
い
て
は
そ
の
読
み
を
︑
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

15

18

ａ

貯
え

①
そ
な

②
た
く
わ

③
か
ま

④
あ
つ
ら

15

ｂ

甲
斐

①
か
い

②
こ
う
ひ

③
か
び

④
こ
う
が

16

ｃ

セ
イ

①
新
興
セ
イ
リ
�
ク

②
セ
イ
ゼ
ン
説

③
セ
イ
米
所

④
セ
イ
ジ
ン
君
子

17

ｄ

イ
ケ
イ

①
イ
イ
ン
会

②
イ
フ
の
念

③
イ
ゲ
ン
が
あ
る

④
イ
ラ
イ
す
る

18

問
二

空
欄

�

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒解
答
番
号
は

�

︒

A

E

19

23

Ａ

①
い
�
た
い

②
さ
な
が
ら

③
お
そ
ら
く

④
よ
う
や
く

19

Ｂ

①
し
か
も

②
そ
れ
で
も

③
や
は
り

④
と
う
て
い

20

Ｃ

①
お
さ
お
さ

②
め
�
た
に

③
ま
る
で

④
つ
く
づ
く

21

Ｄ

①
二
の
足
を
踏
ん
だ

②
涙
に
暮
れ
た

③
目
を
細
め
た

④
じ
だ
ん
だ
踏
ん
だ

22

Ｅ

①
か
ね
が
ね

②
う
す
う
す

③
そ
れ
ぞ
れ

④
た
か
だ
か

23

問
三

傍
線
部

�

の
語
の
︑
文
中
で
の
意
味
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒

（ア）

（オ）

解
答
番
号
は

�

︒

24

28

﹁
凄
惨
﹂

①
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
様
子

②
め
�
た
に
な
い
こ
と

せ
い
さ
ん

24

（ア）

③
む
ご
た
ら
し
い
様
子

④
重
々
し
い
こ
と

﹁
含
む
と
こ
ろ
が
あ
﹂る

①
恨
み
や
怒
り
を
抱
い
て
い
る

②
不
信
感
を
持
�
て
い
る

25

（イ）

③
思
�
て
い
る
こ
と
が
あ
る

④
隠
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

﹁
跳
梁
﹂

①
我
が
物
顔
に
の
さ
ば
る
こ
と

②
ま
わ
り
を
あ
ざ
む
く
こ
と

ち
�
う
り
�
う

26

（ウ）

③
あ
ち
こ
ち
に
姿
を
現
す
こ
と

④
隠
れ
て
悪
さ
を
す
る
こ
と

国 語
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国語 - 6

問
五

波
線
部

﹁
そ
う
し
た
こ
と
﹂
が
指
し
て
い
る
内
容
と
し
て
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

(2)

解
答
番
号
は

︒

12

①
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
︒

②
相
手
に
同
意
し
た
り
︑
相
手
の
意
見
を
支
持
し
た
り
す
る
こ
と
︒

③
あ
な
た
の
声
が
届
い
て
い
る
よ
と
伝
え
る
こ
と
︒

④
き
ち
ん
と
対
話
す
る
こ
と
︒

問
六

空
欄
︽

Ⅰ

︾・︽

Ⅱ

︾
に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
も
の
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒

解
答
番
号
は

・

︒

13

14

Ⅰ

①
逆
説
的

②
論
理
的

③
社
会
的

④
依
存
的

13

Ⅱ

①
保
育
園

②
コ
ミ
�
ニ
テ
�

③
家
庭

④
国

14

問
七

波
線
部

﹁
他
者
に
依
存
す
る
こ
と
は
︑
決
し
て
︑
自
分
の
人
生
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
﹂
と
筆
者
が
考
え

(3)

る
理
由
を
四
十
字
以
内
で
述
べ
よ
︒
た
だ
し
﹁
信
頼
﹂
と
い
う
語
を
必
ず
用
い
る
こ
と
︒

解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
の

解

に
記
入
す
る
こ
と
︒

1

国 語

国語 - 5

問
一

傍
線
部
ａ
�
ｄ
の
う
ち
漢
字
に
つ
い
て
は
そ
の
読
み
を
︑
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

�

︒

1

4

ａ

ト
ウ
ヒ

①
ヒ
ヤ
ク
的

②
ヒ
ナ
ン
場
所

③
キ
�
ヒ
権

④
ヒ
ミ
ツ
主
義

1

ｂ

背
け
る

①
し
り
ぞ

②
む

③
よ

④
そ
む

2

ｃ

セ
イ
キ
�
ウ

①
緊
急
セ
イ

②
ギ
セ
イ
者

③
セ
イ
ゲ
ン
時
間

④
セ
イ
ジ
�
ク
度

3

ｄ

免
れ
る

①
ま
ぬ
が

②
は
ず

③
お
そ

④
そ

4

問
二

空
欄

�

に
入
る
も
�
と
も
適
当
な
語
を
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
︒

A

E

解
答
番
号
は

�

︒

5

9

Ａ

①
あ
た
か
も

②
そ
も
そ
も

③
つ
ま
り

④
い
�
た
ん

5

Ｂ

①
よ
も
や

②
と
う
て
い

③
あ
る
い
は

④
た
だ
し

6

Ｃ

①
足
元
を
見
て

②
眉
に
つ
ば
を
塗
り

③
高
を
く
く
り

④
鼻
で
あ
し
ら
い

7

Ｄ

①
そ
し
て

②
し
か
し

③
む
し
ろ

④
た
し
か
に

8

Ｅ

①
よ
し
ん
ば

②
た
と
え
ば

③
も
�
と
も

④
す
な
わ
ち

9

問
三

波
線
部

・

﹁
自
分
の
人
生
を
自
分
の
人
生
と
し
て
引
き
受
け
る
﹂
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
筆
者
が
考
え
て
い
る
の
は
ど
う
い
う

(1)

(4)

も
の
か
︒
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

10

①
第
三
者
と
の
信
頼
関
係

②
他
者
か
ら
の
ケ
ア

③
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の
復
活

④
自
分
自
身
を
語
る
こ
と

問
四

二
重
傍
線
部
ⅰ
�
ⅳ
の
う
ち
︑
内
容
が
異
な
る
も
の
は
ど
れ
か
︑
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
︒
解
答
番
号
は

︒

11

①
ⅰ

②
ⅱ

③
ⅲ

④
ⅳ

国 語

国語 - 8

病
気
の
毒
が
︑
あ
る
い
は
注
入
さ
れ
て
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
懸
念
か
ら
︑
そ
の
防
毒
の
注
射
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
︒
飼

い
主
に
談
判
す
る
な
ど
︑
そ
の
友
人
の
弱
気
を
も
�
て
し
て
は
︑
と
て
も
で
き
ぬ
こ
と
で
あ
る
︒
じ
�
と
堪
え
て
︑
お
の
れ
の
不
運
に
溜
息
つ
い
て

こ
ら

た
め
い
き

い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
︒

︑
注
射
代
な
ど
け
�
し
て
安
い
も
の
で
は
な
く
︑
そ
の
よ
う
な
余
分
の
貯
え
は
失
礼
な
が
ら
友
人
に
あ
る
は
ず

ａ

B

も
な
く
︑
い
ず
れ
は
苦
し
い
算
段
を
し
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
︑
と
に
か
く
こ
れ
は
︑
ひ
ど
い
災
難
で
あ
る
︒
大
災
難
で
あ
る
︒
ま
た
︑
う
�
か
り

注
射
で
も
怠
ろ
う
も
の
な
ら
︑
恐
水
病
と
い
�
て
︑
発
熱
悩
乱
の
苦
し
み
あ
�
て
︑
果
て
は
貌
が
犬
に
似
て
き
て
︑
四
つ
這
い
に
な
り
︑
た
だ
わ
ん

か
お

ば

わ
ん
と
吠
ゆ
る
ば
か
り
だ
と
い
う
︑
そ
ん
な

凄
惨
な
病
気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
︒
注
射
を
受
け
な
が
ら
の
︑
友
人
の

せ
い
さ
ん

(ア)

憂
慮
︑
不
安
は
︑
ど
ん
な
だ
�
た
ろ
う
︒
友
人
は
苦
労
人
で
︑
ち
�
ん
と
で
き
た
人
で
あ
る
か
ら
︑
醜
く
と
り
乱
す
こ
と
も
な
く
︑
三
七
︑
二
十
一

日
病
院
に
通
い
︑
注
射
を
受
け
て
︑
い
ま
は
元
気
に
立
ち
働
い
て
い
る
が
︑
も
し
こ
れ
が
私
だ
�
た
ら
︑
そ
の
犬
︑
生
か
し
て
お
か
な
い
だ
ろ
う
︒

私
は
︑
人
の
三
倍
も
四
倍
も
復
讐
心
の
強
い
男
な
の
で
あ
る
か
ら
︑
ま
た
︑
そ
う
な
る
と
人
の
五
倍
も
六
倍
も
残
忍
性
を
発
揮
し
て
し
ま
う
男
な
の

で
あ
る
か
ら
︑
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
犬
の
頭
蓋
骨
を
︑
め
ち
�
め
ち
�
に
粉
砕
し
︑
眼
玉
を
く
り
抜
き
︑
ぐ
し
�
ぐ
し
�
に
噛
ん
で
︑
べ
�
と
吐
き

ず
が
い
こ
つ

捨
て
︑
そ
れ
で
も
足
り
ず
に
近
所
近
辺
の
飼
い
犬
こ
と
ご
と
く
毒
殺
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
︒
こ
ち
ら
が
何
も
せ
ぬ
の
に
︑
突
然
わ
ん
と
い
�
て
噛

み
つ
く
と
は
な
ん
と
い
う
無
礼
︑
狂
暴
の
仕
草
で
あ
ろ
う
︒
い
か
に
畜
生
と
い
え
ど
も
許
し
が
た
い
︒
畜
生
ふ
び
ん
の
ゆ
え
を
も
�
て
︑
人
は
こ
れ

を
甘
や
か
し
て
い
る
か
ら
い
け
な
い
の
だ
︒
容
赦
な
く
酷
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
る
︒
昨
秋
︑
友
人
の
遭
難
を
聞
い
て
︑
私
の
畜
犬
に
対
す
る
日
ご
ろ

の
憎
悪
は
︑
そ
の
極
点
に
達
し
た
︒
青
い
焔
が
燃
え
上
る
ほ
ど
の
︑
思
い
つ
め
た
る
憎
悪
で
あ
る
︒

ほ
の
お

こ
と
し
の
正
月
︑
山
梨
県
︑
甲
府
の
ま
ち
は
ず
れ
に
八
畳
︑
三
畳
︑
一
畳
と
い
う
草
庵
を
借
り
︑
こ
�
そ
り
隠
れ
る
よ
う
に
住
み
こ
み
︑
下
手
な

小
説
あ
く
せ
く
書
き
す
す
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
甲
府
の
ま
ち
︑
ど
こ
へ
行
�
て
も
犬
が
い
る
︒
お
び
た
だ
し
い
の
で
あ
る
︒
往
来
に
︑
あ

る
い
は
佇
み
︑
あ
る
い
は
な
が
な
が
と
寝
そ
べ
り
︑
あ
る
い
は
疾
駆
し
︑
あ
る
い
は
牙
を
光
ら
せ
て
吠
え
た
て
︑
ち
�
�
と
し
た
空
地
で
も
あ
る

た
だ
ず

と
か
な
ら
ず
そ
こ
は
野
犬
の
巣
の
ご
と
く
︑︽

Ⅱ

︾
格
闘
の
稽
古
に
ふ
け
り
︑
夜
な
ど
無
人
の
街
路
を
風
の
ご
と
く
︑
野
盗
の
ご
と
く
ぞ
ろ
ぞ

ろ
大
群
を
な
し
て
縦
横
に
駈
け
廻
�
て
い
る
︒
甲
府
の
家
ご
と
︑
家
ご
と
︑
少
く
と
も
二
匹
く
ら
い
ず
つ
養
�
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
に
︑
お
び
た
だ
し
い
数
で
あ
る
︒
山
梨
県
は
︑
も
と
も
と
甲
斐
犬
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
︑
街
頭
で
見
か
け
る
犬
の

ｂ

姿
は
︑
け
�
し
て
そ
ん
な
純
血
種
の
も
の
で
は
な
い
︒
赤
い
ム
ク
犬
が
最
も
多
い
︒
採
る
と
こ
ろ
な
き
あ
さ
は
か
な
駄
犬
ば
か
り
で
あ
る
︒
も
と
よ

︵
注
２
︶

り
私
は
畜
犬
に
対
し
て
は

含
む
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
ま
た
友
人
の
遭
難
以
来
い
�
そ
う
嫌
悪
の
念
を
増
し
︑
警
戒

怠
る
も
の
で
は
な
か
�

(イ)

C
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第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
七
︶
に
答
え
よ
︒

解
答
番
号

�

は
マ
�
ク
シ
�
ト
解
答
用
紙
︑
解

は
記
述
式
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
︒

15
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2

私
は
︑
犬
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ
る
︒
い
つ
の
日
か
︑
か
な
ら
ず
喰
い
つ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
信
で
あ
る
︒
私
は
︑
き
�
と
噛
ま
れ
る
に

く

か

ち
が
い
な
い
︒
自
信
が
あ
る
の
で
あ
る
︒
よ
く
ぞ
︑
き
�
う
ま
で
喰
い
つ
か
れ
も
せ
ず
無
事
に
過
し
て
き
た
も
の
だ
と
不
思
議
な
気
さ
え
し
て
い
る

の
で
あ
る
︒
諸
君
︑
犬
は
猛
獣
で
あ
る
︒
馬
を
斃
し
︑
た
ま
さ
か
に
は
獅
子
と
戦
�
て
さ
え
こ
れ
を
征
服
す
る
と
か
い
う
で
は
な
い
か
︒︽

Ⅰ

︾

た
お

し
し

と
私
は
ひ
と
り
淋
し
く
首
肯
し
て
い
る
の
だ
︒
あ
の
犬
の
︑
鋭
い
牙
を
見
る
が
よ
い
︒
た
だ
も
の
で
は
な
い
︒
い
ま
は
︑
あ
の
よ
う
に
街
路
で
無
心

の
ふ
う
を
装
い
︑
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
の
ご
と
く
み
ず
か
ら
卑
下
し
て
︑
芥
箱
を
覗
き
ま
わ
�
た
り
な
ど
し
て
み
せ
て
い
る
が
︑
も
と
も
と
馬
を
斃

ご
み
ば
こ

の
ぞ

す
ほ
ど
の
猛
獣
で
あ
る
︒
い
つ
な
ん
ど
き
︑
怒
り
狂
い
︑
そ
の
本
性
を
暴
露
す
る
か
︑
わ
か
�
た
も
の
で
は
な
い
︒
犬
は
か
な
ら
ず
鎖
に
固
く
し
ば

り
つ
け
て
お
く
べ
き
で
あ
る
︒
少
し
の
油
断
も
あ
�
て
は
な
ら
ぬ
︒
世
の
多
く
の
飼
い
主
は
︑
み
ず
か
ら
恐
ろ
し
き
猛
獣
を
養
い
︑
こ
れ
に
日
々
わ

ず
か
の
残
飯
を
与
え
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
に
て
︑
ま
�
た
く
こ
の
猛
獣
に
心
を
ゆ
る
し
︑
エ
ス
や
エ
ス
や
な
ど
︑
気
楽
に
呼
ん
で
︑

︵
注
１
︶

A

家
族
の
一
員
の
ご
と
く
身
辺
に
近
づ
か
し
め
︑
三
歳
の
わ
が
愛
子
を
し
て
︑
そ
の
猛
獣
の
耳
を
ぐ
い
と
引
�
ぱ
ら
せ
て
大
笑
い
し
て
い
る
図
に
い
た

�
て
は
︑
戦
慄
︑
眼
を
蓋
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
︒
不
意
に
︑
わ
ん
と
い
�
て
喰
い
つ
い
た
ら
︑
ど
う
す
る
気
だ
ろ
う
︒
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

お
お

な
ら
ぬ
︒
飼
い
主
で
さ
え
︑
噛
み
つ
か
れ
ぬ
と
は
保
証
で
き
が
た
い
猛
獣
を
︑︵
飼
い
主
だ
か
ら
︑
絶
対
に
喰
い
つ
か
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
愚
か
な

気
の
い
い
迷
信
に
す
ぎ
な
い
︒
あ
の
恐
ろ
し
い
牙
の
あ
る
以
上
︑
か
な
ら
ず
噛
む
︒
け
�
し
て
噛
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
︑
科
学
的
に
証
明
で
き
る

は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
︶
そ
の
猛
獣
を
︑
放
し
飼
い
に
し
て
︑
往
来
を
う
ろ
う
ろ
徘
徊
さ
せ
て
お
く
と
は
︑
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
昨
年
の
晩

は
い
か
い

秋
︑
私
の
友
人
が
︑
つ
い
に
こ
れ
の
被
害
を
受
け
た
︒
い
た
ま
し
い
犠
牲
者
で
あ
る
︒
友
人
の
話
に
よ
る
と
︑
友
人
は
何
も
せ
ず
横
丁
を
懐
手
し

ふ
と
こ
ろ
で

て
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
と
︑
犬
が
道
路
上
に
ち
�
ん
と
坐
�
て
い
た
︒
友
人
は
︑
や
は
り
何
も
せ
ず
︑
そ
の
犬
の
傍
を
通
�
た
︒
犬
は
そ
の
時
︑

い
や
な
横
目
を
使
�
た
と
い
う
︒
何
事
も
な
く
通
り
す
ぎ
た
︑
と
た
ん
︑
わ
ん
と
い
�
て
右
の
脚
に
喰
い
つ
い
た
と
い
う
︒
災
難
で
あ
る
︒
一
瞬
の

あ
し

こ
と
で
あ
る
︒
友
人
は
︑
呆
然
自
失
し
た
と
い
う
︒
や
や
あ
�
て
︑
く
や
し
涙
が
沸
い
て
出
た
︒︽

Ⅰ

︾︑
と
私
は
︑
や
は
り
淋
し
く
首
肯
し
て

い
る
︒
そ
う
な
�
て
し
ま
�
た
ら
︑
ほ
ん
と
う
に
︑
ど
う
し
よ
う
も
︑
な
い
で
は
な
い
か
︒
友
人
は
︑
痛
む
脚
を
ひ
き
ず
�
て
病
院
へ
行
き
手
当
を

受
け
た
︒
そ
れ
か
ら
二
十
一
日
間
︑
病
院
へ
通
�
た
の
で
あ
る
︒
三
週
間
で
あ
る
︒
脚
の
傷
が
な
お
�
て
も
︑
体
内
に
恐
水
病
と
い
う
い
ま
わ
し
い

国 語
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哲
学
者
の
鷲
田
清
一
は
︑
対
話
の
な
か
で

相
手
の
言
葉
を
﹁
聴
く
こ
と
﹂
の
う
ち
に
︑
そ
の
鍵
を
見
い
だ
し
ま
す
︒

ⅰ

聴
く
こ
と
︑
そ
れ
は
文
字
通
り
︑
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
す
︒

そ
れ
は
︑
相
手
に
同
意
し
た
り
︑
相
手
の
意
見
を
支
持
し

B

た
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
鷲
田
に
よ
れ
ば
︑
そ
う
し
た
こ
と
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
重
要
な
の
は
︑﹁
私
は

あ
ⅱ

(２)

な
た
の
声
を
聴
い
て
い
る
﹂
と
い
う
こ
と
︑﹁
あ
な
た
の
声
が
き
ち
ん
と
私
に
は
届
い
て
い
る
よ
﹂
と
い
う
こ
と
を
︑
相
手
に
伝
え
る
こ
と
で
す
︒

自
分
の
言
葉
が

他
者
に
届
い
て
い
る
と
い
う
感
覚
︑
他
者
が
自
分
の
声
を
待
ち
︑
そ
れ
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
感
覚
︑
そ
う
し
た
感
覚

ⅲ

は
︑

苦
境
に
陥
�
て
い
る
人
に
不
思
議
な
力
を
与
え
ま
す
︒
一
人
ぼ
�
ち
で
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
け

ⅳ

れ
ど
︑
自
分
の
言
葉
を
誰
か
が
聴
い
て
く
れ
る
︑
そ
れ
も
︑
ど
ん
な
こ
と
を
言
お
う
と
も
︑
内
容
に
関
わ
り
な
く
︑
そ
れ
を
聴
い
て
く
れ
る
と
い
う

確
信
を
持
て
る
な
ら
︑
自
分
自
身
を
語
る
こ
と
を
通
じ
て
︑
自
分
と
向
か
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
︱
︱
鷲
田
は
そ
う
主
張
し
ま
す
︒

自
律
的
な
思
考
は
︑
自
分
の
こ
と
を
他
者
が
聴
い
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
を
条
件
と
し
て
い
る
︒
そ
の
条
件
が
欠
如
し
て
い
る
と
き
︑
人
間
は
自

律
的
に
思
考
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
︒
こ
れ
は
非
常
に
︽

Ⅰ

︾
な
発
想
で
す
︒
な
ぜ
な
ら
︑
自
分
の
人
生
を
引
き
受
け
る
た
め
に
︑
私
た

ち
は
他
者
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
う
︑
そ
う
し
た
ケ
ア
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
︒

第
２
章
で
紹
介
し
た
︑
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
の
犯
人
で
あ
る
加
藤
は
︑
自
身
が
自
暴
自
棄
に
陥
�
た
原
因
と
し
て
︑
親
か
ら
の
影
響
を
挙
げ
て
い

︵
注
１
︶

ま
し
た
︒
そ
こ
に
付
け
加
え
る
よ
う
に
し
て
︑
周
囲
が
自
分
の
話
を
聴
い
て
く
れ
な
か
�
た
︑
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
そ
れ

が
真
実
か
否
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒
も
し
か
し
た
ら
加
藤
は
︑
ど
う
せ
自
分
の
こ
と
を
話
し
て
も
誰
も
聴
い
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と

︑
そ

C

も
そ
も
誰
に
も
自
分
の
胸
の
内
を
語
�
て
い
な
か
�
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒

問
題
は
︑
彼
が
︑
自
分
の
話
な
ん
か
誰
も
聴
い
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
︑
と
思
い
込
ん
で
い
た
点
に
あ
り
ま
す
︒
も
し
も
彼
が
そ
の
思
い
込
み
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
︑
事
件
は
回
避
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒

ｄ

責
任
の
主
体
で
あ
る
こ
と
の
条
件
と
し
て
の
︑
他
者
か
ら
の
ケ
ア
︱
︱
こ
れ
は
︑
こ
れ
ま
で
の
哲
学
の
議
論
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
�
た

側
面
で
し
た
︒
責
任
は
む
し
ろ
︑
人
間
の
強
い
自
律
性
を
︑
つ
ま
り
独
立
し
た
個
人
と
し
て
の
意
志
を
要
求
す
る
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
か
ら

で
す
︒
前
章
で
ハ
イ
デ
ガ
�
の
決
意
性
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
︑
そ
れ
は
ま
さ
に
︑
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
を
絶
�
た
孤
独
な
決
断
と
し
て
︑
人
間
の

︵
注
２
︶

本
来
性
を
説
明
す
る
も
の
で
し
た
︒

し
か
し
︑
人
間
が
そ
う
し
た
責
任
の
主
体
で
あ
る
た
め
に
は
︑
む
し
ろ
︑
自
分
の
話
を
聴
い
て
く
れ
る
他
者
が
い
る
と
い
う
︑
あ
る
種
の
他
者
へ

国 語
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第
一
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
︵
問
一
�
問
七
︶
に
答
え
よ
︒

解
答
番
号

�

は
マ
�
ク
シ
�
ト
解
答
用
紙
︑
解

は
記
述
式
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
︒
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1

自
分
の
人
生
を
自
分
の
人
生
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
は
︑
自
分
自
身
に
向
か
い
合
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
︒
し
か
し
そ
れ
は
︑

(１)
苦
境
に
陥
�
て
い
る
人
に
と
�
て
︑
非
常
に
ハ
�
ド
ル
が
高
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
︒

親
ガ
チ
�
的
厭
世
観
の
本
質
に
あ
る
の
は
︑﹁
自
分
が
こ
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る
の
は
︑
自
分
の
せ
い
で
は
な
い
ん
だ
﹂
と
い
う
︑
自
分
自
身
か

ら
の
ト
ウ
ヒ
で
す
︒
そ
う
し
た
人
に
︑
責
任
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
︑
自
分
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
止
め
︑
自
分
自
身
を
見
つ
め

ａ

直
す
こ
と
を
強
い
る
︑
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
︒

そ
れ
が
い
か
に
残
酷
な
要
求
で
あ
る
か
は
︑
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
と
い
う
よ
り
︑
そ
ん
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
さ
え
思
え
ま
す
︒

︑
そ
の
よ
う
に
自
分
か
ら
逃
げ
ざ
る
を
え
な
い
人
は
︑
そ
う
し
な
け
れ
ば
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
苦
境
に
陥
�
て
い
る
の
で
す
︒

A︵
中
略
︶

自
分
自
身
に
向
か
い
合
わ
な
い
こ
と
︑
自
分
が
陥
�
て
い
る
苦
境
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
︒
た
し
か
に
そ
れ
は
思
考
停
止
で
す
︒
し
か
し
︑
思

ｂ

考
を
停
止
さ
せ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
ほ
ど
に
︑
苦
し
め
ら
れ
︑
傷
つ
け
ら
れ
る
人
も
存
在
し
ま
す
︒
そ
う
し
た
人
々
に
︑﹁
自
分
自
身
と
向

か
い
合
え
﹂﹁
自
分
自
身
を
引
き
受
け
ろ
﹂
と
要
求
す
る
こ
と
は
︑
そ
れ
自
体
が
暴
力
で
し
�
う
︒

し
か
し
︑
だ
か
ら
と
い
�
て
︑
苦
境
に
陥
�
て
い
る
人
は
も
は
や
救
い
よ
う
が
な
い
︑
な
ど
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
セ
イ
キ
�
ウ
で
す
︒
あ
る

ｃ

い
は
そ
う
し
た
人
に
対
し
て
︑﹁
自
分
か
ら
逃
げ
て
も
い
い
﹂
と
語
り
か
け
る
こ
と
も
︑
常
に
正
解
で
あ
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
︒
そ
れ
に
よ
�

て
苦
境
の
な
か
に
あ
る
人
は
自
暴
自
棄
に
陥
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
す
︒

問
題
な
の
は
︑
苦
境
に
陥
�
て
い
る
人
は
︑
自
分
の
意
志
で
自
分
と
向
か
い
合
わ
な
い
の
で
は
な
く
︑
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
︑
と
い
う
こ
と
で
す
︒
私
た
ち
が
解
決
す
る
べ
き
課
題
は
︑
こ
の
状
況
を
い
か
に
し
て
改
善
す
る
か
︑
と
い
う
こ
と
で
し
�
う
︒

国 語
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ば
れ
る
コ
ミ
�
ニ
テ
�
が
そ
れ
に
該
当
し
ま
す
︒
お
隣
さ
ん
︑
近
所
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
で
す
︒
若
い
両
親
が
子
育
て
に
困
�
て
い
る
と
き
︑

ま
ず
頼
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
︑
国
家
で
は
な
く
て
そ
う
し
た
地
域
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
で
し
た
︒
た
と
え
国
家
が
自
分
の
こ
と
を
無
視
し
て
も
︑
近

所
の
人
は
自
分
の
話
を
聴
い
て
く
れ
る
︱
︱
そ
う
し
た
信
頼
が
社
会
の
な
か
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
の
で
す
︒

し
か
し
︑
ブ
ロ
グ
の
投
稿
者
に
︑
そ
う
し
た
中
間
共
同
体
へ
の
信
頼
は
皆
無
で
す
︒
そ
の
非
常
に
攻
撃
的
な
口
調
は
︑
自
分
の
言
葉
が
誰
の
耳
に

も
届
か
な
い
こ
と
に
対
す
る
︑
深
い
悲
し
み
の
裏
返
し
で
も
あ
り
ま
す
︒
そ
う
し
た
絶
望
が
︑
子
育
て
と
い
う
︑
人
生
で
も
�
と
も
ハ
�
ド
な
仕
事

を
引
き
受
け
る
親
の
心
を
蝕
ん
で
い
る
こ
と
は
︑
誠
に
憂
慮
す
る
べ
き
事
態
で
し
�
う
︒

︑
だ
か
ら
伝
統
的
な
地
縁
を
復
活
さ
せ
よ
う
︑
と
訴
え
た
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
伝
統
的
地
縁
に
は
︑
そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
が
あ

E

り
ま
し
た
︒
た
と
え
ば
そ
こ
で
は
女
性
の
人
生
の
選
択
肢
は
著
し
く
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒﹁
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね

﹂
の
投
稿
者
が
嘆
い
て

!!!

い
る
の
は
︑
ま
さ
に
そ
の
選
択
肢
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
︒

問
題
な
の
は
︑
こ
の
投
稿
者
に
と
�
て
︑
頼
る
こ
と
の
で
き
る
中
間
共
同
体
が
存
在
せ
ず
︑
そ
の
た
め
に
自
分
の
声
を
聴
い
て
く
れ
る
第
三
者
と

の
信
頼
関
係
を
築
け
な
く
な
�
て
い
る
こ
と
で
す
︒
そ
う
し
た
信
頼
こ
そ
が
︑
私
た
ち
が

自
分
の
人
生
を
自
分
の
人
生
と
し
て
引
き
受
け
る
た
め

（4）

の
︑
条
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
で
す
︒︵

出
典
︶
戸
谷
洋
志
﹃
親
ガ
チ
�
の
哲
学
﹄
新
潮
社
２
０
２
３
年
︑
一
七
七
�
一
八
五
頁

一
部
改
変

︵
注
︶
１
秋
葉
原
通
り
魔
事
件

二
〇
〇
八
年
六
月
︑
東
京
都
秋
葉
原
の
歩
行
者
天
国
で
起
き
た
通
り
魔
事
件
︒
七
人
が
殺
害
さ
れ
︑
一
〇
人
が
負
傷
し
た
︒

２
ハ
イ
デ
ガ
�
の
決
意
性

二
十
世
紀
ド
イ
ツ
と
の
哲
学
者
ハ
イ
デ
ガ
�
が
主
張
す
る
﹁
自
分
自
身
を
引
き
受
け
﹂﹁
良
心
を
持
と
う
と
す
る
あ
り
方
﹂

︵
同
著
百
七
十
一
頁
︶
の
こ
と
︒

国 語
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の
依
存
を
必
要
と
す
る
の
で
す
︒
こ
の
意
味
に
お
い
て
︑
他
者
に
依
存
す
る
こ
と
は
︑
決
し
て
︑
自
分
の
人
生
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ

（3）

け
で
は
な
い
の
で
す
︒

誰
か
が
自
分
の
声
を
聴
い
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
信
頼
︱
︱
そ
れ
は
︑
私
た
ち
の
社
会
か
ら
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
︒

二
〇
一
六
年
に
は
︑
そ
の
こ
と
を
印
象
づ
け
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
︒
保
育
園
の
抽
選
に
落
ち
た
親
が
︑﹁
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね

﹂
!!!

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
︑
次
の
よ
う
な
ブ
ロ
グ
を
投
稿
し
た
の
で
す
︒
以
下
︑
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
︒

何
な
ん
だ
よ
日
本
︒

一
億
総
活
躍
社
会
じ
�
ね
�
の
か
よ
︒

昨
日
見
事
に
保
育
園
落
ち
た
わ
︒

ど
う
す
ん
だ
よ
私
活
躍
出
来
ね
�
じ
�
ね
�
か
︒

子
供
産
ん
で
子
育
て
し
て
社
会
に
出
て
働
い
て
税
金
納
め
て
や
る
�
て
言
�
て
る
の
に
日
本
は
何
が
不
満
な
ん
だ
？

何
が
少
子
化
だ
よ
ク
ソ
︒

子
供
産
ん
だ
は
い
い
け
ど
希
望
通
り
に
保
育
園
に
預
け
る
の
ほ
ぼ
無
理
だ
か
ら
ｗ
�
て
言
�
て
て
子
供
産
む
や
つ
な
ん
か
い
ね
�
よ
︒

ブ
ロ
グ
は
︑
待
機
児
童
問
題
を
批
判
す
る
叫
び
と
し
て
世
間
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
︑
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
︑
同
年
の
ユ
�

キ
�
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
の
ト
�
プ
テ
ン
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
︒

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
保
育
園
に
落
ち
た
絶
望
が
︑
直
接
的
に
国
家
へ
向
か
�
て
い
る
︑
と
い
う
こ
と
で
す
︒

投
稿
者
が
直
面
し
て
い
る
苦
悩
は
︑
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
︑
自
分
の
思
い
描
い
て
い
た
人
生
を
歩
め
な
く
な
�

た
こ
と
で
し
�
う
︒

︑
そ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
︽

Ⅱ

︾
だ
け
だ
�
た
︑
と
︑
投
稿
者
は
考
え
て
い
る
の
で
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑

D

︽

Ⅱ

︾
に
対
し
て
怒
り
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

投
稿
者
の
生
き
て
い
る
世
界
に
は
︑
あ
た
か
も
︑
家
庭
と
国
家
し
か
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
で
す
︒
国
家
が
助
け
て
く
れ
な
か
�
た
ら
︑
誰
も
助

け
て
く
れ
な
い
︱
︱
そ
う
し
た
環
境
に
︑
こ
の
投
稿
者
は
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
︒

し
か
し
︑
伝
統
的
な
日
本
社
会
に
は
︑
家
庭
と
国
家
の
間
に
位
置
す
る
コ
ミ
�
ニ
テ
�
︑
中
間
共
同
体
が
存
在
し
ま
し
た
︒
い
わ
ゆ
る
地
縁
と
呼

国 語
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16. 解答

解答



1 (2) 3 1 (6) 3 1 1 1 8 1 2 1 2 3 1 -
2 (3) 3 2 (4) 3 2 2 2 3 2 3 2 - 2 4
3 (4) 2 3 (3) 3 3 2 3 4 3 1 4 3 7 3 1
4 (2) 3 4 (7) 4 4 5 4 6 4 1 4 1 4 5
5 (3) 4 5 (2) 3 5 2 5 9 5 0 5 5 5 -
6 (1) 2 6 (3) 3 6 3 6 1 6 1 6 4 6 4
7 (3) 3 7 (4) 3 7 2 7 6 7 8 7 3 7 1
8 (4) 3 8 (3) 3 8 3 8 7 8 3 8 1 8 5
9 (2) 3 9 (1) 4 9 1 9 9 9 1 9 9 9 7 7
10 (3) 3 10 (4) 4 10 3 10 - 10 4 10 8 10 1
11 (1) 4 11 (1) 2 11 - 11 6 11 1 11 3 11 1
12 (5) 3 12 (8) 3 12 6 12 - 12 4 12 5 12 3 7
13 (1) 3 13 (3) 2 13 2 13 7 13 2 13 2 13 1
14 (4) 2 14 (6) 3 14 1 14 - 14 5 14 3 14 0
15 (2) 3 15 (3) 3 15 5 15 1 15 2 15 1 15 1
16 (4) 3 16 (7) 4 16 7 16 2 16 5 16 4 16 5
17 (5) 3 17 (3) 3 17 5 17 6 6 17 6 17 1 17 3
18 (5) 2 18 (1) 3 18 0 18 1 18 3 18 2 18 6
19 (2) 3 19 (2) 3 19 8 19 6 19 0 19 2 19 2 7
20 (5) 3 20 (4) 4 20 2 20 7 5 20 1 20 9 20 -
21 (1) 3 21 (3) 3 21 5 21 2 21 2 21 4 21 1
22 (3) 4 22 (3) 3 22 1 22 7 22 0 22 4 22 5
23 (4) 3 23 (2) 2 23 8 23 2 23 1 23 1 23 2
24 (1) 3 24 (2) 4 24 3 24 7 24 5 24 4 24 1
25 (5) 3 25 (5) 3 25 7 25 7 25 0 25 7 6 25 5
26 (3) 3 26 (4) 3 26 8 26 1 26 2 5 26 3 26 4
27 (4) 3 27 (2) 3 27 1 27 9 27 3 5 27 7 27 3
28 (5) 3 28 (4) 3 28 5 28 3 6 28 2 28 5 28 9
29 (2) 3 29 (3) 3 29 7 29 2 29 7 29 2 29 0
30 (3) 3 30 (1) 3 30 4 30 4 30 2 30 7 30 4
31 (4) 3 31 (4) 3 31 7 31 3 6 31 6 31 7 31 1
32 (5) 4 32 (5) 4 32 2 32 4 32 3 5 32 6 32 0
33 (2) 2 33 6 2 33 2 33 2 33 3 33 2 7
34 (1) 2 34 3 2 34 3 6 34 5 34 5 34 3 7

35 6 2 35 3 35 4 5 35 3 4
36 9 2 36 6 36 3 5 36 5 4
37 6 2 37 1 5 37 9 4
38 3 2 38 3 4
39 5 2 39 5
40 2 40 8
41 5 41 1 4
42 5 2 42 3 4
43 7 43 8 4
44 5
45 5 2
46 2
47 5
48 5
49 8
50 1 2

7

7

7

2

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

2

2

2

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

3

9

5
5

5

5

5

5

7

6

5 5
5

5

7

7

7

5

5 5

5

5

5

5

7

5

5

5

4
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解答



1 (3) 5 1 (4) 4 1 (3) 4 1 (1) 2 1 (2) 2 1 (3) 2 1 (2) 2

2 (2) 5 2 (2) 4 2 (1) 4 2 (2) 2 2 (3) 2 2 (2) 2 2 (4) 2

3 (1) 5 3 (1) 4 3 (2) 4 3 (2) 2 3 (4) 2 3 (1) 2 3 (3) 2

4 (4) 5 4 (4) 4 4 (4) 4 4 (3) 2 4 (4) 2 4 (2) 2 4 (1) 2

5 (4) 5 5 (3) 4 5 (2) 4 5 (3) 2 5 (2) 2 5 (4) 2 5 (2) 2

6 (3) 5 6 (2) 5 6 (3) 4 6 (2) 2 6 (3) 2 6 (3) 2 6 (1) 2

7 (4) 6 7 (3) 4 7 (1) 4 7 (4) 2 7 (2) 2 7 (2) 2 7 (4) 2

8 (1) 5 8 (1) 4 8 (4) 5 8 (3) 2 8 (4) 2 8 (4) 2 8 (3) 2

9 (5) 5 9 (5) 5 9 (2) 4 9 (4) 2 9 (1) 2 9 (1) 2 9 (3) 2

10 (2) 4 10 (2) 4 10 (1) 4 10 (2) 2 10 (2) 2 10 (1)or(3) 2 10 (2) 3

11 (1) 4 11 (4) 4 11 (3) 5 11 (1) 3 11 (4) 3 11 (1) 2 11 (4) 3

12 (2) 3 12 (1) 5 12 (5) 5 12 (4) 3 12 (4) 3 12 (3) 2 12 (1) 3

13 (4) 3 13 (3) 5 13 (2) 5 13 (1) 3 13 (3) 3 13 (4) 2 13 (3) 3

14 (3) 4 14 (2) 2 14 (4) 2 14 (3) 3 14 (2) 3 14 (3) 7 14 (2) 3

15 (4) 4 15 (4) 2 15 (1) 2 15 (4) 4 15 (1) 4 15 (2) 7 15 (1) 5

16 (2) 4 16 (1) 4 16 (3) 4 16 (3) 3 16 (3) 3 16 (2) 7 16 (4) 5

17 (1) 4 17 (3) 4 17 (2) 4 17 (2) 4 17 (2) 4 17 (2) 2 17 (4) 5

18 (3) 4 18 (2) 4 18 (4) 4 18 (4) 4 18 (4) 4 18 (1) 2 18 (3) 5

19 (2) 4 19 (4) 4 19 (1) 4 19 (3) 4 19 (4) 4 19 (1) 2 19 (3) 2

20 (4) 4 20 (3) 4 20 (3) 4 20 (4) 3 20 (1) 3 20 (2) 2 20 (4) 2

21 (3) 4 21 (1) 4 21 (2) 4 21 (2) 3 21 (4) 3 21 (2) 2 21 (1) 2

22 (1) 4 22 (3) 4 22 (1) 4 22 (2) 3 22 (1) 3 22 (3) 2 22 (3) 2

23 (4) 4 23 (2) 4 23 (3) 4 23 (4) 3 23 (3) 3 23 (1) 2 23 (2) 2

24 (3) 4 24 (2) 4 24 (3) 3 24 (2) 3 24 (2) 2 24 (4) 2

25 (4) 4 25 (4) 4 25 (1) 3 25 (4) 3 25 (1) 2 25 (2) 2

26 (3) 3 26 (2) 3 26 (2) 2 26 (1) 2

27 (3) 3 27 (2) 3 27 (4) 2 27 (3) 2

28 (3) 3 28 (5) 3 28 (3) 2 28 (3) 5

29 (5) 3 29 (2) 3 29 (1) 6 29 (4) 4

30 (2) 3 30 (3) 3 30 (4) 6 30 (4) 5

31 (2) 3 31 (1) 3 31 (2) 6 31 (3) 5

32 (1) 3 32 (2) 3 32 (3) 2 32 (3) 5

33 (2) 3 33 (2) 3 33 (2) 2 33 (1) 5

34 (4) 7 34 (4) 7 34 (4) 7
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「国語｣

問題 正解 配点 8
1 (2) 2

2 (4) 2

3 (1) 2

4 (1) 2

5 (2) 2

6 (4) 2

7 (3) 2

8 (1) 2

9 (3) 2

10 (3) 4 8
11 (3) 4

12 (2) 4

13 (1) 4

14 (4) 4

解1 別途 8

15 (2) 2

16 (1) 2

17 (3) 2

18 (2) 2

19 (2) 2

20 (1) 2

21 (1) 2

22 (4) 2

23 (4) 2

24 (3) 3

25 (1) 3

26 (1) 3

27 (4) 3

28 (3) 3

29 (3) 3

30 (4) 3

31 (1) 4

解2 別途 8

32 (3) 3

解答例：
友人のように犬に噛まれることのないよう
に、あれこれご機嫌を取る行動を取ってい
たことが原因で、犬に好かれてしまった。
(57字)

解答例：
・自分の人生を引き受けるためには、他者
への信頼と他者からのケアが必要であるか
ら。(39字)

・他者を信頼し、ケアをしてもらうこと
で、自分の人生を引き受けることができる
から。(39字)

 解１

 解２

一般選抜
中期
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